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お
け
る
溝
渠
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規
模
と
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構
造
お
よ
び
そ
の
労
働
量

越
前
東
大
寺
領
に
つ
い
て

水

野

時

二

’t’

　
【
要
約
“
　
越
前
国
に
お
け
る
東
大
寺
領
は
編
井
平
野
の
各
地
に
わ
た
り
、
広
大
な
地
域
を
占
め
る
。
そ
れ
ら
の
荘
園
を
硝
諾
す
る
に
際
し
て
溝
渠
の
關

さ
く
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
溝
渠
の
朋
さ
く
に
と
も
な
う
土
工
技
術
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
溝
渠
の
規
模
・
構
造
・
労
鋤
燈
等
の

炎
料
が
み
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
従
来
、
こ
の
競
点
か
ら
沢
田
掻
一
幾
、
宝
月
坐
蕎
氏
、
亀
田
隆
之
氏
、
虎
罷
俊
哉
逆
馬
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
先

学
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
溝
渠
の
規
模
と
構
造
に
つ
い
て
も
、
沢
田
氏
と
亀
田
氏
の
見
解
に
は
相
違
が
あ
り
、
ま
た
虎
尾
氏
と
も
異
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に

は
種
々
相
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
労
働
量
に
お
い
て
も
、
沢
田
・
亀
田
・
虎
罷
の
各
玩
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
数
量
も
、
必
ず
し
も
合
致
す
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
先
学
の
論
考
を
検
討
し
、
そ
こ
に
で
き
る
だ
げ
合
理
的
な
解
釈
を
数
的
に
試
み
よ
う
と
し
た
の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
史
料
に
み
え
る
丈
の
長
さ
が
、
当
時
の
尺
度
で
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
か
を
決
め
な
い
か
ぎ
り
、
溝
渠
の
規
模
や
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
ぎ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
量
に
も
そ
れ
が
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
　
一
品
は
高
麗
尺
一
〇
尺
で
、
和
銅
六
年
以
後
の
唐
大
尺

…
二
尺
と
き
め
、
溝
渠
の
断
面
は
矩
形
型
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
与
え
ら
れ
た
史
料
を
数
的
に
、
禽
理
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
労
鋤
蚤

に
つ
い
て
も
、
一
人
一
日
の
労
働
董
を
過
大
評
価
し
た
り
、
過
少
に
み
た
り
す
る
こ
と
を
さ
け
、
妥
当
な
労
働
基
準
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
　
　

前
提
に
立
っ
て
考
察
す
る
と
、
一
人
一
臼
の
労
働
撮
の
基
準
を
い
か
な
る
溝
渠
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
く
し
て
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
種
々
論
考
さ
れ
た
溝
渠
の
規
模
・
構
造
・
労
働
量
と
が
共
に
漏
尺
か
ら
く
る
齪
嬬
や
構
造
上
修
正
を
必
要
と
す
る
点
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
が
出
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
四
九
巻
㎝
号
　
「
残
六
六
年
一
月
　
　
　

　
　
軋
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
ー
ー
ダ
〉
ー
ー
）
～
一
～
’
、
多
妻
ー
ー
ー
～
、
一
）
〉
＞
）
ー
ー
ー
　
　
）
一
）
ー
ダ
ー
多
多
ー
）
ー
ー
ー
～
一
》
一
〉
）
ー
ー
～
｝
身
一
）
、
ー
ー
ー
ー
ー
う
し
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史
料
の
検
討
と
そ
の
地
理
的
分
布

　
史
料
に
見
え
る
越
前
の
東
大
寺
領
の
庄
園
に
は
、
田
図
も
あ
る
糞

置
庄
や
道
守
庄
は
余
り
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
溝
渠
に
関

係
す
る
桑
原
庄
・
道
守
庄
・
鴫
野
村
（
庄
）
・
栗
三
三
・
子
見
回
・
溝

江
庄
の
六
庄
園
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
ら
の
庄
園
の
う
ち
、
坂
井
郡

に
あ
っ
た
の
は
、
桑
原
・
溝
江
・
子
見
の
三
一
で
あ
り
、
道
守
・
鴫

野
村
・
栗
川
の
三
庄
は
足
羽
郡
に
属
し
て
い
た
。

　
い
ま
、
こ
の
六
庄
に
お
け
る
溝
渠
の
規
模
・
構
造
・
労
鋤
量
に
関
．

す
る
史
料
を
列
挙
す
れ
ば
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
（
た
だ
し
、
紙
数
の

都
合
で
溝
渠
の
規
模
と
構
造
、
ま
た
そ
の
労
働
量
を
示
す
史
料
の
み
を
掲
げ

る
こ
と
と
し
、
他
の
記
録
は
省
略
し
た
。
符
号
A
8
C
…
、
㈹
㈲
の
…
…
は

筆
春
が
史
料
整
理
の
た
め
便
覚
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

　
）
　
　
　
　
　
　
　
①

　
A
　
越
前
国
使
等
解

　
　
越
前
瞬
使
等
解
　
申
桑
原
庄
所
癒
堀
開
溝
井
度
樋
等
薬

　
　
合
参
慮
　
　
（
中
略
）

　
㈹
一
溝
長
～
千
二
百
滑
丈
贋
一
丈
二
尺
　
深
五
尺

　
　
輩
功
一
千
二
百
掛
人

　
愈
⇒
一
溝
…
長
一
二
百
丈
　
　
廣
六
尺
　
　
深
閃
円
尺

　
羅
功
二
百
人

㊨
一
修
理
宇
羅
三
三
長
二
百
十
丈
　
廣
五
尺

　
輩
功
七
十
人

　
　
　
　
天
平
宝
字
元
年
十
一
月
十
一
一
田

深
三
尺
五
寸

別
越
三
三
郡
司
胸

　
足
羽
郡
司
解
　
申
自
記
百
姓
口
U

　
　
　
　
　
（
堀
溝
か
）

　
合
開
田
滲
町
□
□
　
□
　
目
U
廣
三
尺

　
深
二
尺
已
下
一
尺
五
寸
巳
上
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
5
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
天
□
神
護
二
年
九
月
十
□
□

o
越
前
国
構
郡
大
書
江
東
人
胸

　
足
羽
郡
大
領
正
六
位
上
生
江
臣
東
人
告
解
　
申
御
使
勘
聞
事

　
　
合
五
條

　
　
「
道
守
庄
」

　
一
束
人
之
所
進
墾
田
壷
栖
町
之
溝
事

　
　
右
　
從
元
就
公
川
治
通
溝
　
長
二
千
五
百
許
丈
　
廣
六
尺

　
　
以
下
三
尺
以
上
　
未
任
郡
領
蒔
（
以
下
略
）

　
　
　
　
天
平
神
護
二
年
十
月
十
九
霞

D）

　
　
　
　
　
　
　
　
④

越
前
国
足
羽
郡
司
解
案

深
四
尺
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足
羽
郡
司
解
申
懸
堀
開
東
大
寺
田
溝
鼠
、

　
「
道
守
庄
」

　
合
試
慮

　
　
一
道
守
村
田
爲
弓
懸
堀
溝
長
一
千
七
百
昔
一
丈
　
　
從
堰
口
至
干
寒
江

　
　
　
　
者

㊥
四
一
白
皿
川
三
丈
之
｛
殿
二
丈
　

灘僻

?
一
丈
　
　
二
、
…
遊
土
堀
智
一
各
［
六
尺

　
鷹
損
田
九
段
二
百
廿
四
歩
　
百
姓
口
分

㈲
一
千
二
百
八
十
八
丈
之
廣
一
丈
　
溝
裏
六
尺
　
工
邊
土
堀
置
各
三
尺

　
懸
損
田
一
町
四
段
百
十
二
歩
百
姓
口
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
「
騰
野
村
」

　
一
鴫
野
村
田
爲
概
礁
堀
溝
長
三
菖
丈

㊨
二
百
十
丈
之
廣
六
尺
　
溝
裏
三
尺
　
二
邊
土
堀
三
年
一
尺
五
寸
　
鷹
損

　
田
一
段
六
十
歩
　

一
白
姓
口
分

◎
六
十
丈
之
廣
六
尺
　
鷹
損
桑
原
「
百
年
半

㈱
鎌
丈
空
地
廣
六
尺
溝
裏
三
尺
二
趨
土
堀
鐙
各
一
尺
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
　
　
　
天
平
神
護
二
年
十
月
十
日

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

皿
　
越
前
国
足
羽
郡
粟
川
庄
南
野
治
溝
極
量
注
文
案

　
東
大
等
爲
爾
野
開
治
溝
事
　
栗
川
悪
霊

　
「
菓
川
庄
」

　
合
六
百
十
三
丈
廣
四
尺
二
寸
　
深
四
尺

　
　
役
輩
功
三
百
六
人
　
別
臼
一
人
堀
二
丈
　
功
充
稻
三
百
六
東

　
　
充
一
束

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
　
　
　
天
平
神
護
二
年
三
月
十
八
日

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

F
　
越
前
国
坂
井
郡
子
見
回
三
三
案

　
坂
井
郡
子
見
庄
使
解
　
申
可
堀
溝
地
事

　
「
子
見
櫨
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堰
力

　
A
口
長
伍
値
丈
　
廣
六
尺
　
　
深
一
二
尺
　
　
雁
…
受
坂
井
郡
五
百
原
級
水

ω
降
可
堀
百
五
十
丈
　
可
損
百
姓
口
分
田
百
五
十
歩
溝
内
一
二
尺

　
廣
即
充
二
邊
土
堀
麗
更
三
尺

㈱
伯
姓
欝
分
中
可
堀
三
百
五
十
丈
　
可
損
菖
瀬
田
一
段
三
百
斑
歩

　
三
尺
　
二
邊
土
州
置
三
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
　
　
　
天
平
神
護
一
一
年
十
月
九
日

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

G
　
越
前
国
坂
井
郡
溝
江
庄
専
使
解
案

別
人

溝
内

大
【曝
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坂
井
郡
溝
江
庄
所
望
解
　
山
手
丁
丁
事

　
門
溝
江
庄
扁

　
ム
ロ
雁
…
堀
溝
詣
ハ
百
一
十
五
丈
　

廣
六
口
八
　
深
一
一
一
尺
　
　
二
一
雪
雲
丼
郡
｝
血
石
原

　
高
水

ω
鷹
堀
，
百
姓
之
口
分
申
大
毒
四
百
掛
五
丈
　
可
損
百
姓
田
一
段
七
十
五
歩

　
溝
内
三
尺
　
即
三
二
邊
土
置
三
尺

㈲
鷹
堀
右
大
臣
家
田
中
大
騨
滑
丈
　
可
損
照
辮
歩
　
溝
内
三
尺
　
歯
軋
廣

　
充
二
遜
土
工
三
尺

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
　
　
天
平
神
護
二
年
十
月
八
日

　
以
上
の
史
料
の
う
ち
、
溝
渠
の
構
造
が
わ
か
る
も
の
は
、
A
・
B
・

C
・
D
・
起
・
F
に
あ
げ
た
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
量
の
明
ら

か
な
史
料
は
A
お
よ
び
E
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
溝
渠
の
構
造
に
つ
い
て
数
的
に
明
ら
か
な
史
料
を

整
理
す
れ
ば
第
一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
「
廣
」
と
あ
る
の
は
溝
の

巾
で
あ
る
が
、
溝
の
構
造
が
断
面
で
は
上
部
に
広
く
底
部
に
狭
い
梯

形
型
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
廣
」
は

断
面
上
部
の
巾
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
述
す
る
ご
と
く
、
　
断
面
が

短
形
型
で
あ
れ
ば
、
　
「
廣
」
は
溝
と
堤
と
の
合
計
の
長
さ
で
あ
る
。

「
深
」
は
深
さ
で
あ
る
が
「
廣
」
の
断
面
か
ら
垂
直
に
底
部
に
下
し

第一袈
深記田匿割瀬／広擁長1振辺謹’魏趨軋広・

つ
9
　
ハ
ノ
●
　
？
9

1230丈

300丈

210丈

？
．
　
，
。
　
つ
．

う
「
●
　
う
；
　
　
り
■

5／12　or　5f14

　　　2／3

　　　7flO

う
「
・

つ
，

つ
曾

り
．

ひ
b

7
・

各6尺

各3尺
各1．5尺

　？

各1。5尺

り
・

＝た畔更3尺

　3尺

畔・他・3尺

畔充他3尺

2500丈許

433丈

1288丈

210丈

　60丈

　30丈

613（612）丈

150丈

35e丈

，
。

7
．2／3’vlf2

5尺

4尺
3．5尺

2～1．5尺

4～3尺

1丈2尺
　6尺

　5尺

（A）

（イ）

（ロ）

（A）

7
●⑧

6尺⑥

　　　1／2

3／5　or　lf2

　　　1／2

　　　？

　　　1／2

1丈

6尺

3尺
？

3尺

P
．
　
，
．
　
7
，
　
ラ
リ
　
り
．

つ
，
　
り
鱒
　
り
。
　
り
，
　
7
脚

丈
丈
尺
長
尺

2
　
1
　
6
　
6
　
6

り
・

り
．

435丈

30丈

1／2

1／2

1／2

1／2

溝内3尺

溝内3尺

溝内3尺

溝内3尺

20／21

1／2

1／2

1／2

2／2

4，2尺、 4尺

尺
尺

n
δ
　
3

尺
尺

ハ
0
　
ρ
0

尺
尺

3
　
0
0

尺
尺

6
　
6

（D）

（E）

（F）

（G）

（イ）

（ロ）

（？9

（＝）

（
＊
）

（イ）

（ロ）

（d）

（rr）
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た
長
さ
を
「
深
」
と
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
深
さ
対

広
さ
の
割
合
を
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
お
お
よ
そ
の
比
率
（
％
が
自
署

中
五
例
も
あ
る
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
ト
表
に
示
す
「
溝
裏
」
と
は
、
梯
形
型
断
面
で
示
す
溝
の
底

部
の
巾
で
あ
ろ
う
が
矩
形
型
で
は
通
水
部
上
部
も
底
部
も
共
に
同
尺

で
あ
る
か
ら
、
溝
の
内
側
断
面
の
巾
で
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
F
と

G
に
お
い
で
は
「
溝
内
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
溝
上
と
同
じ
意
義
に

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
溝
の
断
面
上
部
の
巾
で
あ
る
「
魔
」
と
下

部
の
巾
で
あ
る
「
溝
裏
」
「
溝
内
」
の
尺
度
の
割
合
を
み
る
と
、
％
の

例
が
こ
れ
は
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
廣
」

の
％
が
「
溝
裏
」
や
「
溝
内
」
の
長
さ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
「
二
世
豊
隆
置
」
（
史
料
D
．
F
の
㈲
）
と
「
二
邊
土
齢
し
　
（
史

料
G
）
と
あ
る
の
は
、
溝
の
両
岸
に
掘
土
を
築
い
て
堤
に
し
た
も
の

と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
示
す
尺
度
は
、
堤
の
巾
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
る
。

　
広
さ
対
深
さ
対
溝
裏
（
溝
内
）
の
割
合
は
区
々
で
あ
る
が
、
広
さ

六
尺
の
溝
が
一
四
例
中
九
例
で
、
そ
の
う
ち
、
史
料
A
の
場
合
は
溝

裏
の
長
さ
が
不
明
で
あ
り
、
D
で
は
深
さ
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
F

と
G
に
よ
っ
て
求
め
る
と
何
れ
も
恥
。
一
陣
“
一
で
あ
る
。
こ
の
広
さ

六
尺
は
、
一
歩
六
尺
を
基
準
と
し
た
当
時
の
慣
用
尺
に
相
当
す
る
も

の
で
、
そ
の
倍
数
で
あ
る
一
二
尺
は
、
二
歩
の
巾
に
当
る
。
し
か
し
、

一
方
に
お
い
て
一
丈
即
ち
一
〇
尺
（
こ
の
尺
度
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ

り
後
述
す
る
）
の
単
位
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
「
広
一
．
丈
」
、
ま
た
は
、

コ
一
瞬
」
　
（
史
料
D
）
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
、
四
・
二
尺
（
史
料
E
）
の
ご
と
く
、
六
尺
よ
り
狭
少
な

溝
も
あ
り
、
こ
れ
ら
溝
渠
の
広
さ
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
狭
少
な
例

で
あ
る
。

　
深
さ
は
広
さ
六
尺
に
書
し
て
％
の
例
が
あ
っ
た
ご
と
く
、
％
相
当

の
基
準
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
形
に
よ
っ
て
は
％
よ
り

更
ら
に
深
く
し
た
も
の
（
史
料
A
㈲
）
も
あ
っ
た
し
、
一
定
の
基
準
は

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
地
形
に
合
致
さ
せ
る
た
め
に
「
深
四
尺
以
下
三
尺

以
上
」
（
史
料
C
）
と
し
、
通
水
上
の
合
理
化
を
は
か
っ
た
例
も
あ
る
。

　
溝
裏
も
広
さ
六
尺
に
対
し
て
三
尺
は
％
に
当
る
が
二
丈
、
一
丈
の

広
さ
に
対
し
て
は
％
か
（
一
丈
を
一
一
一
尺
）
か
％
（
一
丈
を
一
〇
尺
と

し
た
場
合
、
史
料
D
回
）
と
な
り
彪
が
多
く
の
例
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
史
料
A
G
D
の
広
さ
一
心
二
尺
は
一
二
尺
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

れ
ば
、
深
さ
と
の
比
は
茄
で
あ
る
が
、
菱
を
一
二
尺
と
す
れ
ば
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撮
と
な
る
。
ま
た
史
料
D
＠
の
広
さ
一
歳
、
溝
裏
六
尺
は
、
　
一
々

5
を
一
〇
尺
と
す
れ
ば
鋸
と
な
り
、
｝
二
尺
と
す
れ
ば
尾
と
な
る
こ
と

を
示
し
た
。
そ
れ
は
後
述
す
る
ご
と
く
一
丈
の
単
位
を
一
二
尺
と
す

べ
き
考
察
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
、
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
存
在
す

る
。　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
所
在
と
そ
の
地
形
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、
坂

井
郡
内
桑
原
庄
は
、
坂
井
郡
桑
原
駅
家
付
近
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

　
⑧

お
り
、
竹
顕
州
の
左
岸
、
伊
井
村
の
清
闇
∵
伊
井
部
落
の
南
東
部
沖

積
地
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
溝
江
庄
は
、
桑
原
庄
の
西
北
方
、

北
稲
越
部
落
西
方
の
地
域
が
比
定
さ
れ
、
子
見
風
は
そ
の
南
方
、
大

関
村
大
味
上
・
西
・
鯉
・
東
部
落
一
帯
の
地
域
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て

　
⑨

い
る
。

　
足
羽
郡
内
の
道
守
庄
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
足
羽
川
と
日
野
川

の
含
流
点
東
部
に
比
定
さ
れ
、
鴫
野
村
（
鴫
野
庄
）
は
、
道
守
庄
の

北
、
足
羽
川
を
へ
だ
て
た
大
瀬
・
角
折
・
下
市
付
近
に
，
栗
川
庄
は

北
陸
線
書
土
呂
駅
北
方
の
麻
生
津
村
荒
井
・
引
濁
部
落
や
六
条
村
江

端
・
下
荒
井
・
下
筋
生
田
・
下
文
三
輪
河
北
の
各
部
落
を
ふ
く
む
地

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

域
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
百
姓
ぼ
分
田
を
開
溝
の
た
め
潰
し
た
例

も
多
い
が
、
道
守
庄
の
溝
二
五
〇
〇
許
丈
と
鴫
野
村
の
九
〇
丈
の
溝

は
未
墾
地
で
、
共
に
低
湿
地
で
あ
り
、
足
羽
川
や
日
野
川
の
パ
ッ
ク

マ
ー
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
坂
井
郡
の
各
庄
の
溝
も
、
足
羽
郡
栗
川
並
の

溝
も
、
神
積
地
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
共
に
扇
状
地
的
地

形
を
示
し
、
透
水
性
に
窩
む
水
田
の
た
め
に
、
溝
渠
の
要
請
が
他
の

地
域
よ
り
も
強
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
地
形
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

二
　
水
　
田
　
溝
　
渠

　
溝
渠
を
關
四
さ
く
す
る
に
当
っ
て
水
田
中
の
畦
畔
等
を
潰
す
こ
と
な

く
水
田
耕
地
の
み
を
潰
す
こ
と
に
よ
っ
．
て
構
築
し
た
も
の
を
水
田
溝

渠
と
仮
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
畦
畔
を
潰
し
て
溝

渠
の
開
さ
く
を
行
っ
た
例
を
畦
畔
溝
渠
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
さ
て
、
水
田
溝
渠
の
例
を
あ
げ
る
と
、
左
表
（
第
二
袈
）
の
ご
と
く

第二表

料睦名瞬帳史料

調
道　守 2500許丈◎

二
丈
丈

6
0
　
　
0
0
　
　
G

3
　
　
0
0
　
　
望
王

4
　
　
2
　
　
2

　
1

守
守
野

道
道
鴫

　　　（イ）

⑨　（ロ）

　　　の

（・）陳川6器
③i（の1上布350丈

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
水
田
溝

渠
と
す
べ
き
理
由
は
、

史
料
A
で
は
「
鷹
損

熟
田
壷
町
捌
段
並
伯

毒
口
分
」
と
あ
る
し
、
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C
に
は
「
先
百
姓
之
墾
闘
井
今
新
糧
交
」
と
あ
る
。
ま
た
、
D
に
お

い
て
は
何
れ
も
「
菅
姓
犠
分
」
と
明
示
し
て
い
る
。
E
は
何
れ
と
も

記
載
が
な
い
が
、
畦
畔
を
潰
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
し
、
F
は
「
伯
姓
口
分
享
宴
堀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
水
田
溝
渠
中
、
規
模
の
大
き
い
の
は
史
料
D
G
り
の
も
の
で
、

次
い
で
㈲
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
道
守
庄
で
は
、
全
長
一
七
一
二
丈

の
う
ち
、
四
三
三
丈
は
、
　
「
廣
二
丈
、
溝
裏
一
堂
、
二
邊
土
堀
置
各

六
尺
、
鷹
損
田
九
段
二
百
廿
四
歩
、
百
姓
口
分
」
の
溝
渠
で
、
残
る
一

二
八
八
丈
は
「
廣
一
丈
、
溝
裏
六
尺
、
二
楽
土
堀
黒
虫
三
尺
、
鷹
野
田

一
町
四
段
百
十
二
歩
へ
百
姓
口
分
」
と
な
っ
て
四
三
一
四
七
の
溝
が
そ

の
た
め
に
「
百
姓
口
分
」
の
耕
地
を
九
反
二
二
四
歩
潰
滅
し
た
。
ま

た
、
ご
一
八
八
丈
の
溝
渠
を
掘
っ
た
た
め
に
耕
地
の
潰
滅
が
一
町
四

反
一
二
〇
歩
に
お
よ
ん
で
い
た
。

　
そ
の
他
、
鴫
野
村
（
史
料
D
O
9
）
で
は
、
「
二
百
十
丈
之
廣
六
尺
、

溝
裏
三
尺
、
二
邊
土
堀
畑
鼠
一
尺
五
寸
、
鷹
損
田
一
段
六
十
歩
、
百

姓
口
分
」
の
溝
渠
が
あ
り
、
水
田
に
あ
ら
ざ
る
桑
原
や
空
地
を
潰
し

た
も
の
が
計
九
〇
丈
あ
っ
た
。
ま
た
、
子
見
庄
の
う
ち
、
水
田
溝
渠

（
史
料
F
⑭
）
は
三
五
〇
丈
で
「
贋
六
尺
、
深
三
尺
、
溝
内
三
尺
、
二

辺
土
堀
置
三
尺
、
可
損
百
姓
田
一
段
三
百
甜
歩
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
水
田
溝
渠
は
、
水
田
中
に
溝
を
開
い
た
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
し
た
が
っ
て
「
損
田
」
は
、
溝
渠
の
敷
地
と
な
り
、
口

分
田
用
益
地
が
そ
れ
だ
け
減
少
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
道
守
庄
の
四
薫
三
丈
の
溝
渠
の
規
模
と
講
造
か
ら
考
察
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
に
は
「
苗
田
」
の
面
積
が
大
き
な
意
義
を

有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
反
ニ
ニ
四
歩
（
三
臨
六
四
歩
）
の
面
積

が
長
さ
四
三
三
丈
と
ゆ
何
尺
か
に
よ
っ
て
潰
滅
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
、
そ
の
巾
を
求
め
る
に
は
、

　
　
鍵
鐙
蛉
十
お
ω
腱
○
。
蛛
（
も
。
Q
。
o
。
海
山
）

と
す
べ
き
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
　
一
碧
に
対
し
て
八
歩
（
二
八
八
平
方

尺
）
の
耕
地
が
潰
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
一
歩
は
亀
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

氏
が
方
五
尺
で
計
算
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
方
六
尺
と
し
て
計
糞
す

べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
十
の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
　
一
〇
尺
と
す
べ
き

か
、
一
二
尺
（
高
嶺
尺
一
〇
尺
）
と
す
べ
き
か
が
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
一
丈
を
一
〇
尺
と
す
れ
ば
、
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

広
さ
函
丈
は
二
〇
尺
、
古
年
一
丈
は
一
〇
尺
で
、
二
辺
土
漏
壷
各
六

尺
（
計
一
二
尺
）
で
あ
る
か
ら
、
隠
裏
一
〇
尺
と
二
辺
三
綱
計
＝
一
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尺
と
合
計
し
た
尺
度
が
広
さ
で
あ
る
二
〇
尺
と
合
致
せ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
計
算
に
よ
れ
ば
二
尺
の
貫
長
を
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
寅
賊
（
b
。
O
濾
）
郡
蕪
懸
（
δ
海
）
率
B
蔭
陣
立
聴
（
一
b
。
濾
）

と
な
っ
て
、
広
さ
が
溝
裏
と
二
辺
土
掘
置
の
尺
度
を
合
わ
せ
た
も
の

と
一
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
虎
尾
俊
哉
氏
の
い
わ
れ
る
よ

う
に
一
丈
を
十
二
尺
（
高
麗
尺
一
〇
尺
で
唐
大
尺
の
一
二
尺
と
い
う
意
味

で
）
と
す
れ
ば
、

　
　
寅
昧
（
環
海
）
聾
蕪
爆
（
這
々
）
十
鱒
商
睡
凝
醐
（
誌
池
）

　
と
な
り
、
広
さ
は
溝
辺
と
二
辺
土
堀
麗
の
尺
度
の
合
計
と
合
致
す

る
。
こ
の
二
様
に
考
え
ら
れ
る
用
尺
を
妻
田
と
の
関
係
に
お
い
て
み

る
と
、
ま
ず
一
息
を
一
〇
尺
と
し
た
場
合
は
、
三
四
六
四
歩
（
九
反

ニ
エ
四
歩
）
を
四
三
童
丈
で
潰
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
　
一
丈
に
対
し

て
二
八
八
平
方
尺
を
潰
し
た
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
二
八
・

八
尺
（
二
八
八
・
…
・
一
〇
）
が
溝
の
た
め
に
つ
ぶ
れ
た
巾
に
な
る
。
こ
れ

を
一
毛
を
一
二
尺
と
し
た
場
合
は
二
四
尺
（
二
八
八
÷
ご
一
）
と
な
っ

て
、
溝
の
広
さ
と
合
致
す
る
。

　
し
か
し
、
二
八
・
八
尺
の
場
合
は
、
堤
を
ふ
く
む
広
さ
と
考
え
る

と
、
堤
の
巾
は
各
四
・
四
尺
宛
に
な
っ
て
広
さ
に
対
す
る
解
釈
が
全

く
別
の
も
の
と
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
広
さ
二
八
・
八
尺
の
場
合
は
、
　
「
二
邊
土
量
置
各

六
尺
」
を
、
堤
の
巾
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
の
底
部
を
示
し
た

も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
部
の
巾
は
計
算
上
四
・
四
尺
で

な
け
れ
ば
益
田
面
積
と
は
合
致
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
二
四
尺
の
場
合

は
、
堤
の
底
部
巾
を
六
尺
と
考
え
る
の
に
変
り
は
な
い
が
堤
の
上
部

に
お
い
て
も
六
尺
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

堤
は
垂
直
な
側
面
で
は
土
が
崩
壊
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
か
ら
、
傾
斜

を
も
た
せ
る
「
安
岩
角
」
を
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
堤
の

基
底
の
広
さ
が
六
尺
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
　
コ
一
邊
土
堀
雨
露
六
尺
」
と
い
う
わ
け
は
、
溝
の
深
さ
を

す
べ
て
掘
る
も
の
で
な
く
、
土
掘
の
土
を
盛
り
上
げ
て
堤
を
築
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
堤
を
水
田
面
上
に
築
く
と
こ
ろ

の
巾
を
き
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
尺
度
の
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
溝
渠
の
断
面
は
、
ま

ず
一
丈
を
一
〇
尺
と
し
た
場
合
は
、
第
一
図
の
如
く
梯
形
型
で
あ
り
、

一
丈
を
一
二
尺
と
し
た
場
合
は
第
二
図
の
如
く
矩
形
型
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
こ
の
場
合
安
息
角
が
共
に
存
在
し
た
が
史
料
に
明
ら
か
で

な
い
た
め
計
算
か
ら
除
外
し
た
）
。

　
こ
の
よ
う
に
士
掘
量
と
築
堤
土
量
を
一
致
さ
せ
る
原
則
が
あ
っ
た
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第　一　図

長433丈，広2丈，溝裏！丈，二辺土堀置各6尺

三田9反224歩
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l
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（1）溝の広さ3464÷433・一8…（288尺2）288÷10・m28．8（尺）

　　　　　　　（28．8－20）x％罵4，畦　堤の上辺広さ

（2）土掘の広さ　（20十4．4×2）一6×2　・・　16．816．8÷2m8．4（尺）

（3）深さの比．lf（8．4÷5）÷2×9“／w＝y（4．4．十6）÷2κ：y・＝20．8：20．1

ω　深さ10尺と仮定した場合　Xm5．1尺（土掘の深さ）y・一4．9尺（堤の高さ）

ど
す
る
前
提
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
レ
そ
の
土
掘
の
深
さ
と
．
土
掘
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
土
量
と
堤
の
土
量
と
の
梢
関
を
み
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
丈
を
一
〇
尺
と
す
る
場
合
、

　
　
凝
曜
軌
く
曙
田
所
・
：
・
：
N
Q
Q
「
o
Q
、
μ

　
　
」
μ
議
…
e
蟻
い
冷
㊦
勇
研
：
・
：
山
①
．
Q
Q
津

　
　
　
（
b
◎
〇
十
餅
鉢
×
ト
っ
）
1
①
×
b
o
膝
一
9
Q
Q

　
　
県
議
㊦
嚢
》
e
難
砥
…
…
㎝
・
ご
μ
（
譲
㊦
熟
鋳
曝
δ
海
伴
気
禰
）

　
　
　
三
冠
蒔
＋
朝
）
・
卵
・
噸
違
（
野
↑
÷
⑦
）
・
呼

　
　
　
皿
・
蔓
鳥
9
。
・
』
£

　
　
　
ポ
海
（
祷
）
童
陪
ゆ
叫
餅
伴
≒
よ
μ
陵
辿
b

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
広
さ
の
％
が
溝
の
深
さ
で
あ
る
と
仮
定
す
れ

ば
、
直
接
の
土
掘
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
土
量
と
、
堤
の
土
語
と
が
同

量
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
か
ら
、
掘
る
土

量
を
求
め
る
た
め
に
、
土
掘
の
深
さ
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
．
そ
の

計
箕
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
土
掘
の
深
さ
は
五
・
一
尺
と
な

る
。　

こ
れ
を
一
斗
ご
一
尺
と
す
る
場
合
は
、

　
　
糠
磁
斬
く
曙
寅
飯
：
：
：
卜
∂
A
㍉
μ
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我が圏中古における溝薬の規模と構造およびその労働量（水野）

　　　　　　　　　　　第二図
　　史料Dα）長433丈，伝2丈　溝裏1丈，二辺土掘置各6尺

　　　　　　損田9反244歩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の唾一一一一一一一一一一一一一一一一2父．（24尺）一＿＿一＿一一一一一一一一3一舅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

1
）

2
）

3
）

　　　　　　　　　　lk（12尺）

濤の広さ　3494÷433製8…（288尺2）288÷12＝24

深さの比　6x×葺＝6y　．x：y…4：3

深さ1丈（12尺）と仮定した場舎x　一＝　6．86（尺）……土掘の深さ

　　　　　　　　　　　　　　y一・・5．14（尺）……堤：の高さ

渉
薮
㊦
妻
串
㊦
研
妖
…
…
這
滋

陸
霞
㊦
嬰
冷
㊦
難
妖
…
…
①
●
。
。
①
、
卍
（
難
㊦
藏
砥
曝
一
b
。
滋
（
H
跨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
強
識
）

　
　
Q
Q

①
訣
X
国
－
②

被
蔓
一
会
ω

這
浸
邸
禦
》
縛
び
『
融
一
①
・
Q
。
①
元
（
日
日
）

伴

と
な
っ
て
こ
の
場
合
の
土
掘
の
深
さ
は
、
六
・
八
六
尺
と
な
る
。

　
こ
の
両
着
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
溝
の
深
さ
の
約
％
を
掘
り
、
そ
の

土
蚤
で
堤
を
築
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
土
弄
は
掘
土
（
ほ
り
±
）
と
築
土
（
か
た
め
た
土
）
で
は
、

そ
の
容
積
が
異
る
。
水
田
を
掘
る
土
の
状
態
は
「
壌
」
で
あ
り
、
堤

と
し
て
か
た
め
た
状
態
は
「
堅
」
で
あ
る
。
　
「
壌
」
を
「
堅
」
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
場
合
は
％
に
な
る
か
ら
、
掘
っ
た
土
量
に
％
を
乗
ず
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
か
っ
て
沢
田
吾
一
氏
が
、
こ
れ
ら
越
前
の
溝
渠
に
つ
い
て
ふ
れ
ら

れ
た
中
に
、
深
さ
だ
け
す
べ
て
掘
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
人
功
を
計

　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

算
さ
れ
た
し
、
亀
田
隆
之
氏
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
す
れ

ば
、
余
剰
土
量
を
生
ず
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
原
則
的
に
は

土
掘
量
と
築
堤
土
董
と
が
同
一
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

111 （王11）



第三

史料D（ロ） 長1288丈広1丈溝裏9尺二辺土堀置各3尺
三田　1町4反112歩

2．2552．2

7｝も田
1 氷　田

　　　　■o　　夢　　・　　噂　　”　　聯　　繍

R　　　　　　　3

　；

¥＝3。06
@｝

D
ま
鎚
＿
．
　
5
x
謙
2
9
4
　
；
　
1
3

3
ム

（1）溝の広さ5152÷1288＝4…（144尺2）144÷10＝14．4（尺）……広さ

　　　　　　　（14．4－10）÷2w・2．2（尺）…，・・tx：の上辺広さ

（2）土掘の広さ　（10十4．4）一3×讐8．4　8．4÷2一・4．2

（3）深さの比（4．2＋3）÷2x解一ッ（2．2＋3）÷2　x：y－2．6：2．7

（4）深さ6尺と仮定した場合　x一　2．94（尺）……土掘の深さ

　　　　　　　　　　　　ッ讐3．06（尺）……堤の高さ

う
か
。

　
史
料
D
㈲
の
溝
渠
は
ω
の
溝
渠
の
末
端
で
あ
ろ
う
。

規
模
は
、
　
「
一
千
二
百
八
十
八
丈
、
廣
一
丈
、
溝
裏

⊥ハ

試
ﾚ
、
二
邊
土
堀
置
各
二
ご
鷺
八
、
｛
悠
損
田
一
町
四
段
百

十
二
歩
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
ω
の
場
合
と
同
様
に
、
一
品
を
一
〇
尺
と

す
る
規
模
と
、
一
二
尺
と
す
る
規
模
に
分
ち
考
察
し

よ
う
。

　
前
例
の
計
算
法
に
し
た
が
っ
て
、
一
丈
一
〇
尺
の

場
合
を
図
化
す
れ
ば
第
三
図
の
如
く
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
一
町
四
反
＝
二
歩
（
五
一
五
二
歩
）
の
耕
地

を
潰
す
に
は
長
さ
一
二
八
八
丈
に
対
し
て
、
そ
の
崩

一
四
・
四
尺
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
溝
の
広
さ
を
一

〇
尺
と
し
た
の
で
堤
の
上
部
の
巾
は
工
・
二
尺
と
な

る
。　

ま
た
、
土
掘
の
直
接
の
深
さ
は
、
溝
の
深
さ
を
六

尺
と
仮
定
す
れ
ば
、
二
・
九
四
尺
と
な
り
、
堤
の
高

さ
は
一
二
・
〇
六
尺
と
な
る
。
溝
の
深
さ
の
約
％
を
直

接
土
工
に
よ
っ
て
掘
土
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
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我が国中古における勝渠の規模と構造およびその労働量（水野）

　　　　　　　　　　第　四　図

史料D（ロ）長1288丈　広1丈　溝襲6尺

　　　　損田　1町4反112歩

二辺土堀置各3尺

2FL）一　一　一一一F　一・　一・　一一一一一一　一一1k（1

猶
■

7｝も田 ，K　田

3
’層 u一鱒脚

y＝2。6

黶@　幽　　一　　曜　　一　　鱒　・

w旨3．4

　3

@2尺．一

33

（1）溝の広さ 5152一÷一1288謹驕4・・（144尺2）

144÷12”！2一・…　広さ

（2）土掘の広さ　……6尺

（3＞深さの比3．v×霧讐3ヅx；y－4二3

（4）　2iA”s’！さ6尺と仮定した」隣合 Xnc3．4（尺）……±掘の1柴さ

y・・2。6（尺）……堤の高さ

　
一
方
、
一
丈
を
一
二
尺
と
す
る
場
合
は
、
堤

を
ふ
く
め
た
溝
の
巾
が
一
二
尺
で
あ
り
、
掘
土

の
部
分
の
深
さ
は
、
溝
の
深
さ
を
六
尺
と
仮
定

し
た
場
合
は
一
二
・
四
尺
と
な
り
、
堤
の
高
さ
は

二
・
六
尺
で
あ
る
。
土
掘
の
直
接
の
深
さ
が
水

田
面
上
に
築
い
た
堤
の
高
さ
よ
り
や
や
大
と
な

る
（
第
囚
図
）
。
堤
の
巾
が
各
三
尺
で
あ
る
か
ら

計
六
尺
と
な
り
溝
の
通
水
部
分
の
巾
は
、
溝
裏

と
同
じ
六
尺
で
、
広
さ
一
二
尺
と
、
堤
と
通
水

溝
の
巾
の
合
計
と
合
致
し
、
史
料
に
も
っ
と
も

適
し
た
構
造
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
梯
形
型
と
矩
形
型
の

何
れ
が
開
さ
く
溝
の
原
形
で
あ
る
か
を
以
上
の

溝
渠
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
あ

る
が
、
岡
じ
史
料
勤
の
う
ち
、
0
9
の
、
鴫
野
村

の
溝
渠
を
み
る
と
自
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
　
「
広
六
尺
、
溝
裏
三
尺
、
長

一
二
〇
丈
、
二
邊
土
堀
置
各
一
尺
五
寸
、
鷹
損

田
一
段
六
十
歩
」
を
み
る
と
、
こ
れ
を
一
丈
一

li3 （113）



　　　　　　　　　　第　五図

史料D㊨9〈　210丈広6尺ma裏　3尺二辺土堀置各1．5尺

　　　　損田1反60歩

　　　　長60丈　広6尺　損田120歩

　　（ホ）長30丈　広6尺　旧註3尺二辺土掘三選1．5尺

e．633O．6

7客，田　　　， 胴69
黶@　一　廓　の

?イ．31

フ斡田
●　　の　・　鴨

1．5

@　　　　　2尺

一
1．5

（i）

（2）

（3）

（4）

溝の広さ420÷2！0讐2…（72尺2）72÷10＝7．2

　　　　　（Z2　一6）　÷2　一＝　O．6

土掘の広さ　（6十1．2）一1．5×2讐4．2

　　　　　4．2÷2＝2．1

深さの比．■’（2．1十！．5）÷2×短讐ッ（0．6十1．5）÷2

　　　　　；v　：　bl　w　1．05　：　！．35

深さ3尺と仮定した場合　x＝一131（尺）……土掘の深さ

　　　　　　　　　　　ッ讐L69（尺）……堤の高さ

○
尺
と
し
た
場
合
は
、
そ
の
断
衝
は
第
五
図
の
如
く
に

な
る
し
、
一
丈
一
二
尺
の
、
場
合
は
第
六
図
の
如
く
に
な

る
。
こ
の
両
断
面
図
を
み
る
と
、
一
丈
一
〇
尺
の
場
合

は
計
算
上
、
溝
の
上
辺
が
僅
か
六
寸
と
な
り
、
外
側
に

「
安
息
角
」
を
つ
け
る
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
の

に
対
し
て
、
一
丈
一
二
尺
の
場
合
は
堤
の
上
辺
各
一
。
五

尺
に
対
し
て
多
少
の
「
安
息
角
」
も
っ
け
得
る
利
点
を

有
す
る
。

　
前
者
（
第
五
図
）
は
梯
形
型
で
あ
り
、
後
者
（
第
六
園
）

は
矩
形
型
で
あ
る
。
道
守
庄
（
史
料
D
ω
㈱
）
で
も
、
規

模
が
問
じ
で
あ
る
か
ら
こ
の
両
型
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
、
一
丈
を
一

二
尺
と
し
な
い
限
り
、
溝
渠
の
構
造
が
成
立
し
難
い
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
溝
の
薩
接
の
史
料
に
は
丈
で
表

示
し
た
尺
度
は
な
い
が
長
さ
は
何
れ
も
丈
を
単
位
と
し

て
い
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
損
瞬
計
算
に
影
響
し
、
そ

れ
が
広
さ
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
史
料
F
㈱
は
、
「
越
前
坂
井
郡
子
見
庄
使
解
案
」
で

あ
る
が
、
そ
の
中
の
水
田
溝
渠
に
は
深
さ
三
尺
と
明
示
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我が騒中古にお唇る溝渠の規模と構造およびその労働量（水野）

　　　　　　　　　　第　六　図

史料D（ノx）長210丈　広6尺　溝裏3尺二辺土堀置各1．5尺

　　　　墾田1反60歩

　　　　長60丈広6尺損田120歩
　　㈱　長30丈　広6尺　溝裏3尺二辺土堀麗各1．5尺

霧

卜一6　K一一

2尺
3

（i）

（
2
）

（3）

（
4
）

溝の広さ420÷210＝2…（72尺2）72÷！2＝6

土掘の広さ　3尺

深さの∫：ヒ1S．v×象ζ讐1．5y

　　　　　κ：ツ扁4：3

深さ3尺と仮定した場合　窺醤1．71……土掘の深さ

　　　　　　　　　　y＝・1．29……堤の高さ

し
、
そ
の
損
田
一
反
三
四
〇
歩
は
、
数
的
計
算
は
史
料

D
㊥
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

　
か
く
の
ご
と
く
、
水
田
溝
渠
の
規
模
と
構
造
を
み
る

と
、
ま
ず
用
尺
上
の
問
題
点
た
る
一
丈
に
対
す
る
長
さ

は
唐
大
尺
二
一
尺
で
あ
り
、
高
麗
尺
一
〇
尺
を
単
位
と

す
る
用
尺
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
断
面
は
矩

形
型
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
堤
に
は
「
安
息
角
」

な
る
傾
斜
を
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

三
畦
畔
溝
渠

畦
畔
を
潰
し
て
溝
渠
を
開
く
に
は
畦
畔
の
土
量
を
築

堤
に
利
用
し
う
る
。
畦
畔
は
水
田
よ
り
、
高
い
状
態
に

あ
る
か
ら
、
そ
の
水
田
面
か
ら
の
高
さ
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
畦
畔
の
土
量
も
数
的
に
算
娼
す
る
必
要
が
生
ず

る
。

畦
畔
溝
渠
を
示
す
史
料
は
三
例
あ
る
。
そ
れ
は
、
罫

ω
「
越
前
国
坂
井
郡
子
見
庄
使
解
案
」
に
み
え
る
「
長
百

五
十
－
丈
、
慶
六
尺
、
擁
休
瓢
一
尺
、
溝
旧
内
一
二
尺
、
大
畔
寵
殿
郎
騨

充
、
二
邊
土
堀
置
更
三
尺
、
可
損
百
姓
欝
分
田
百
五
十
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歩
」
と
、
G
ω
「
長
四
百
瀞
五
丈
、
廣
六
尺
、
深
三
尺
、
溝
内
三
尺
、

即
畔
二
邊
土
置
三
尺
、
計
量
百
姓
賑
一
段
七
十
五
歩
」
と
あ
る
溝
渠

や
、
ま
た
、
9
㈲
「
長
搬
丈
、
醇
嵐
六
尺
、
深
三
尺
、
備
講
内
三
罰
へ
、
闘
㎜

畔
廣
充
、
二
領
土
醗
三
尺
、
可
損
田
欝
歩
」
と
あ
る
溝
渠
は
、
水
田

中
に
開
さ
く
し
た
溝
渠
で
は
な
く
、
畦
畔
を
潰
し
て
、
な
お
か
つ
損

田
を
生
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
畦
畔
以
外
に
口
分
田
地
を
潰
し
て
溝

渠
を
開
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
溝
渠
の
規
模
は
共
に
、
広
さ
も
、
深
さ
も
内

溝
も
、
二
辺
土
置
」
の
巾
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
畦
畔
の
巾
を
算
串
す
る
と
、
史
料
に
は
、

　
罫
④
　
長
さ
一
五
〇
丈
に
対
し
て
損
鶏
一
五
〇
歩

　
G
G
り
　
長
さ
四
一
工
五
宗
に
対
し
て
損
田
一
反
七
五
歩
（
四
三
五
歩
）

　
G
㊥
　
長
さ
三
〇
丈
に
対
し
て
損
等
温
〇
歩

　
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
盛
に
対
し
て
何
れ
も
一
歩
の
耕
地
を
潰
し
た

こ
と
に
な
る
。
一
篇
を
一
二
尺
と
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ

て
馬
田
の
巾
（
広
さ
）
は
三
尺
と
な
る
。
広
さ
は
六
尺
で
あ
っ
た
か

ら
、
損
田
の
た
め
に
潰
し
た
三
尺
の
巾
を
差
引
く
と
、
三
尺
と
な
る
。

こ
の
三
尺
は
、
江
田
に
無
関
係
な
巾
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
畦
畔
の

巾
は
三
尺
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
史
料
欝
ω
は
「
大
畔
廣
邸
充
」
と
あ
る
し
隅
G
ω
に
お

い
て
は
「
邸
畔
」
、
G
㈲
は
「
翻
畔
廣
充
」
と
な
っ
て
、
畦
畔
に
対
す

る
表
現
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
理
解
に
苦
し
む
が
、
こ
れ

ら
の
畦
畔
が
何
れ
も
広
さ
三
尺
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
畦
畔
が
広
さ
三
尺
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
堤
の
下
底
の
巾
は
各

一
・
五
尺
と
な
る
。
土
螢
は
こ
の
畦
畔
と
、
さ
ら
に
土
掘
し
た
深
さ

の
そ
れ
と
の
含
計
が
堤
の
土
量
と
考
え
る
と
、
畦
畔
の
高
さ
が
算
出

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
七
図
に
示
す
よ
う
に
、
不
完
全
な
式
で
は

あ
る
が
、
畦
畔
の
高
さ
は
一
尺
で
あ
る
と
見
世
す
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
土
量
は
、

肇
蕪
乳
葵
距
触
肺
㌢
韓

　
　
・
満
㊦
陸
節
　
　
　
　
一
●
㎝
×
も
⊃
×
一
睡
ω
（
池
。
）
　
ひ
び
」
比
灘

　
と
な
る
。
畦
畔
の
土
の
状
態
は
堅
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

築
堤
の
土
も
堅
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
上
、
両
者
に
容
積
の

変
化
が
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
水
田
溝

渠
の
ご
と
く
％
を
乗
ず
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
畦
畔
溝
渠
は
、
　
水
田
溝
渠
と
異
っ
て
、
　
畦
畔
を
利
用
す
る
た
め

に
畦
畔
土
量
も
築
堤
に
加
え
る
こ
と
を
条
件
に
す
べ
き
で
あ
る
。
し
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　　　　　　　　　第　一ヒ　図
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長30丈　広6尺　深3尺溝内3尺　罵1畔広三二辺土堀践3尺
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司
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4）水［ヨ緬より掘り下げる深さ……1尺
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3

…
［
＝

ツ
ツ

も
通
水
上
、
水
田
よ
り
高
く
す

か
、
低
く
す
る
か
が
考
案
さ
れ

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
七
図
に

る
と
、
水
照
酒
よ
り
一
尺
低
く

底
が
あ
る
。
し
か
し
水
田
面
よ

一
．
一
尺
高
く
堤
の
上
辺
が
あ
る
か

、
灌
概
利
用
に
は
合
理
的
で
あ

と
考
え
ら
れ
る
。

　
溝
渠
の
構
造
と
溺
尺

前
の
溝
渠
は
、
そ
の
規
摸
に

い
て
大
小
匿
々
で
あ
る
。
そ
の

め
溝
渠
の
構
造
の
種
々
栢
が
わ

る
。
こ
れ
ま
で
亀
懇
隆
之
氏
に

っ
て
、
越
前
の
溝
渠
を
研
究
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
の
が
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
⑯

れ
・
，
“
り
先
、
沢
蟹
吾
一
氏
、
宝

　
“
⑰

坐
吾
氏
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
概

か
一
部
を
考
究
さ
れ
た
こ
と
は
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あ
っ
た
が
、
直
接
、
溝
渠
の
規
模
と
構
造
に
ふ
れ
、
そ
の
数
的
研
究

を
試
み
ら
れ
た
の
は
、
亀
田
氏
の
論
考
が
初
見
で
あ
る
。
つ
い
で
、

亀
田
氏
の
論
考
に
批
判
を
加
え
ら
れ
た
虎
尾
俊
哉
磯
の
論
考
が
あ
る
。

　
さ
て
、
亀
田
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
溝
内
」
　
「
溝
裏
」
は
同
義
で
あ
り
、

溝
の
通
水
部
分
の
広
さ
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
同
意
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
「
二
邊
土
牢
霞
」
の
長
さ
と
、
こ
の
「
溝
内
」
「
溝

裏
」
と
を
加
え
た
長
さ
が
溝
の
広
さ
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
も
、
こ
れ
．

ま
で
の
計
算
上
同
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
一
丈
の
長
さ
と
、
歩
の
面
積

で
あ
る
。
亀
田
氏
は
一
歩
を
二
五
平
方
尺
と
さ
れ
た
こ
と
と
、
一
縷

を
一
〇
尺
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
的
に
前
述
の
ご
と
く
、

　
　
勇
妖
睦
藩
甚
（
懸
）
十
B
嬉
陸
叢
薄

と
が
合
致
し
な
い
例
が
で
て
き
た
。
と
く
に
一
丈
を
一
〇
尺
と
す
れ

ば
史
料
D
ω
の
場
合
は
、
広
二
丈
、
隠
裏
一
丈
、
二
辺
土
堀
置
各
六

尺
で
あ
る
か
ら
、

　
　
卜
。
O
池
（
置
所
）
升
岡
O
池
（
難
懸
）
÷
①
池
（
鱒
誌
最
把
醜
）
×
卜
。

　
と
な
っ
て
、
尺
度
が
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
溝

の
断
面
は
矩
形
型
に
な
る
。
一
歩
の
面
積
を
二
五
平
方
尺
と
さ
れ
た

の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
高
麗
尺
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
和
銅
六

年
（
七
一
二
）
以
降
は
、
三
六
平
方
尺
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

こ
の
一
歩
は
三
六
平
方
尺
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
広
さ
の
尺

度
が
溝
裏
と
二
辺
土
堀
躍
を
合
わ
せ
た
尺
慶
と
不
一
致
に
な
っ
た
の

は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
に
は
二
つ

の
場
舎
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
ご
と
く
、
ω
一
丈
を

一
〇
尺
と
す
る
か
、
②
虎
尾
俊
哉
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
一
夕
を

　
　
　
　
　
⑲

一
二
尺
と
す
る
か
、
何
れ
か
に
よ
っ
て
、
規
模
と
構
造
が
異
る
か
ら

で
あ
る
。

　
O
D
の
場
合
は
第
一
図
の
ご
と
く
、
断
面
を
梯
形
と
し
、
広
さ
は
直

接
溝
の
通
水
部
分
の
巾
を
い
い
、
溝
内
や
溝
裏
は
溝
の
直
接
の
下
底

の
広
さ
を
示
し
て
い
て
、
二
辺
土
堀
置
は
堤
の
下
底
部
の
巾
を
示
す

も
の
と
考
え
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
堤
の
上
辺
は
四
・
四
尺
（
安
息
角

を
ふ
く
ま
ぬ
）
と
な
り
、
実
際
に
は
潰
滅
耕
地
か
ら
動
出
し
得
る
溝

（
堤
の
巾
を
ふ
く
む
）
の
広
さ
は
二
八
・
八
尺
な
け
れ
ば
、
恩
田
面
積

と
は
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
②
の
場
合
は
、
一
丈
を
一
二
尺
と
し
た
た
め
に
、
史
料
D
臼
り
の
溝

の
広
さ
は
二
四
尺
と
な
り
、
溝
裏
一
二
尺
と
、
二
辺
土
堀
置
各
六
尺

と
の
合
計
し
た
尺
度
に
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
溝
渠
の
断
面
は
矩

形
型
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
損
田
計
算
は
広
さ
と
溝
の
長
さ
の
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積
に
合
致
す
る
。

　
一
丈
を
一
二
尺
と
す
る
虎
尾
氏
の
見
解
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一

丈
を
高
麗
尺
の
一
〇
尺
と
さ
れ
、
そ
の
尺
度
は
唐
大
尺
の
一
二
尺
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
和
銅
六
年
（
七
一
二
）

以
降
に
お
け
る
尺
度
の
改
正
が
あ
っ
た
後
も
、
　
　
丈
の
単
位
に
高
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

尺
一
〇
尺
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
令
義
解
に
も
，
　
「
凡

度
、
十
分
爲
寸
、
十
寸
爲
尺
、
一
尺
二
寸
、
爲
大
尺
一
尺
、
十
尺
爲

丈
」
と
あ
る
。
こ
の
，
「
十
尺
爲
丈
」
は
一
望
が
一
〇
尺
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
高
麗
尺
の
一
〇
尺
で
あ
る
か
、
唐
大
尺

の
一
〇
尺
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
大
尺
の
一
〇
尺
で
あ
る
か
、
小

尺
の
一
〇
尺
で
あ
る
か
、
何
れ
と
も
判
じ
難
い
。

　
そ
こ
で
虎
尾
氏
の
い
わ
れ
る
如
く
、
と
く
に
丈
の
尺
度
に
限
っ
て

高
麗
尺
を
用
い
た
と
し
て
も
、
広
さ
深
さ
の
尺
度
は
、
小
鳥
で
あ
り
、

和
銅
六
年
以
後
の
大
尺
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ば
、
溝
渠
の
用
尺
に
は

高
麗
尺
系
統
の
一
丈
と
、
唐
大
尺
系
統
の
尺
度
が
混
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　
と
く
に
、
溝
渠
の
開
さ
く
に
用
い
た
尺
度
は
、
損
田
を
伴
う
も
の

で
あ
る
か
ら
、
長
短
衙
尺
を
用
い
る
こ
と
が
、
い
か
に
も
矛
盾
す
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
尺
度
（
つ
ま
り
一
丈
を
一

二
尺
）
が
用
い
ら
れ
た
と
す
る
以
外
は
、
断
面
を
矩
形
型
と
す
る
溝

は
成
立
し
な
い
。
こ
の
矩
形
型
の
溝
で
、
し
か
も
一
丈
一
〇
尺
（
唐
大

尺
）
と
し
た
場
合
は
亀
田
氏
の
論
考
に
も
み
ら
れ
る
如
く
、
尺
度
が

不
一
致
と
な
る
か
、
ま
た
は
、
梯
形
型
を
考
え
る
他
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
梯
形
型
溝
渠
は
、
尺
度
を
唐
大
尺
に
統
一
し
た
長
所
を
有

す
る
が
、
そ
の
断
面
図
に
お
い
て
第
五
図
の
如
く
、
「
安
息
角
」
も
と

る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
堤
の
上
辺
巾
（
六
寸
と
な
る
）
に
な
る
。

　
こ
れ
は
、
一
丈
を
唐
大
尺
一
〇
尺
と
し
て
、
史
料
の
尺
度
を
統
一

し
、
も
っ
と
も
合
理
的
に
考
察
し
た
場
合
に
生
ず
る
溝
の
構
造
上
の

不
合
理
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
の
ご
と
く
、
一
丈
の
長
さ
如
何
が
溝
渠
の
構
造
を
決
定
的
に

す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
凡
例
か
ら
み
れ
ば
、
一
襲
は
一
二
尺
と

し
た
の
が
も
っ
と
も
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

五
　
三
田
計
算
と
用
尺

　
一
丈
の
長
さ
を
一
〇
尺
と
す
る
か
、
一
二
尺
と
す
る
か
を
決
定
す

る
方
法
は
溝
渠
の
構
造
と
規
模
を
検
討
す
る
他
に
、
損
田
計
箪
の
便

宜
上
か
ら
も
考
察
さ
れ
る
。

　
損
田
は
す
な
わ
ち
潰
滅
し
た
耕
地
（
水
騰
）
の
面
積
を
い
う
の
で
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甲

あ
る
．
こ
の
衝
稜
は
溝
渠
の
長
さ
に
広
さ
（
巾
）
を
乗
じ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
水
音
溝

渠
と
畦
畔
溝
渠
に
分
ち
、
そ
の
損
田
計
算
を
行
い
、
用
尺
に
つ
い
て

1丈＝・12ffの
損匿1－1算

　　歩　　歩　　歩
2460　×　2－g　＝＝574e

｛雛鴇

　歩　歩　　歩
866　×　4＝　3464

2576×2＝5152

42eXZ＝＝42e

120×1＝120

1丈＝・10尺の
ま員醸3卜算：

第　蕊　表

町田雨麟

1田∫8反
．6480彦ヌ）

一

　　．歩　歩　　歩

7eo　xl　＝700

　9反224歩
　（346鼻歩）

1田∫4反112歩
　（5152歩）
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1丈

6尺

6尺

6尺

6尺

も
再
度
考
究

す
る
こ
と
に

す
る
。

　
ま
ず
水
懸

溝
渠
の
各
史

料
を
み
る
と
、

長
さ
と
広
さ

の
尺
度
は
明

示
さ
れ
て
い

る
し
、
学
田

而
積
も
知
ら

れ
る
か
ら
、

こ
れ
を
一
丈

一
〇
尺
の
馬

田
計
算
方
式

と
、
一
図
一

二
尺
の
血
合
計
算
方
式
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

計
算
方
式
を
比
較
す
れ
ば
第
三
表
の
ご
と
く
に
な
る
。

　
水
田
溝
渠
に
お
い
て
、
与
え
ら
れ
た
史
料
を
も
と
に
し
て
損
亡
計

算
を
行
な
っ
て
み
る
と
、
一
丈
一
〇
尺
の
場
合
は
「
広
さ
」
と
合
わ

な
い
点
で
、
こ
れ
を
堤
を
ふ
く
ま
ぬ
「
広
さ
偏
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
場
禽
、
史
料
A
ω
㈲
㊨
（
築
｝
表
参
照
）
の
よ
う
に
堤
の
巾
を

示
し
て
お
ら
ぬ
に
も
か
か
わ
ら
ず
損
瓢
面
積
を
か
か
げ
て
い
み
の
は
、

こ
の
「
広
さ
」
が
堤
を
ふ
く
む
全
体
の
溝
渠
の
巾
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
堤
の
巾
を
示
す
の
・
習
の
史
料
は
、
何
れ
も
「
広

さ
」
よ
り
広
い
巾
を
潰
さ
ぬ
限
り
与
え
ら
れ
た
損
田
面
積
と
は
合
致

し
な
い
。
そ
の
断
面
が
梯
形
型
で
あ
る
こ
と
は
前
項
に
お
い
て
述
べ

た
。　

そ
れ
に
対
し
て
、
一
丈
を
一
二
尺
と
す
る
場
合
は
、
一
二
が
長
さ

の
二
歩
（
六
尺
一
歩
）
に
相
当
す
る
。
そ
こ
で
、
溝
の
長
さ
は
す
べ
て

「
丈
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
悪
を
二
歩
と
し
て
計
算
す

べ
き
で
、
広
さ
が
丈
の
場
合
に
も
こ
れ
に
従
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

広
さ
が
尺
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
歩
六
尺
で
あ
る
か
ら
六
尺
で
割

っ
た
数
を
長
さ
に
乗
ず
れ
ば
回
田
面
積
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
も
、
こ
う
し
て
算
定
し
た
場
合
は
、
　
一
丈
一
〇
三
二
箕
と
は
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異
っ
て
非
常
に
簡
単
に
計
箪
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
広
さ

と
長
さ
と
を
乗
じ
た
積
が
損
田
面
積
に
な
る
。
第
三
表
に
も
示
し
た

よ
う
に
長
さ
の
二
倍
が
歩
の
長
さ
に
な
り
、
広
さ
六
尺
は
一
歩
の
巾

で
あ
る
か
ら
、
各
史
料
に
従
っ
て
、
広
さ
を
歩
の
長
さ
に
換
算
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
・
に
簡
単
な
損
田
計
算
法
で
病
田
爾
積
を
算
定
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
上
、
広
さ
、
長
さ
の
積
が
史
料
に
応
じ
て
計
算
し
て

損
田
癒
積
を
得
る
こ
と
か
ら
、
用
尺
は
丈
が
高
麗
尺
一
〇
尺
、
唐
大

尺
一
二
尺
で
あ
り
、
他
の
尺
の
単
位
は
す
べ
て
唐
大
尺
で
あ
る
と
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
水
田
溝
渠
の
損
田
計
算
中
、
史
料
ム
㊥
の
広
さ
五
尺
の
溝
は
「
修

理
宇
星
美
溝
」
と
あ
る
か
ら
、
溝
を
修
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
A
ω
に
は
長
さ
一
二
三
〇
丈
、
広
さ
一
丈
二
尺
の
規
模
で
、
㈲

㈲
は
三
〇
〇
丈
、
広
さ
六
尺
の
溝
で
あ
る
か
ら
、
爾
護
の
上
田
は
一

町
七
反
二
二
〇
歩
（
六
三
四
〇
歩
）
に
し
か
な
ら
ず
、
史
料
に
示
す
一

町
八
反
に
は
一
四
〇
歩
不
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
四
〇
歩
の

．
損
田
は
「
物
理
宇
旦
寒
熱
」
以
外
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

巾
は
史
料
に
五
尺
と
あ
る
中
に
一
瓢
○
歩
の
損
田
を
ふ
く
ん
で
い
た

こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
左
の
勲
く
計
算
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
　
置
O
隙
催
朝
O
お
海
繍

　
　
8
お
乎
（
卜
⊃
一
〇
〇
X
｝
電
卜
。
）
匪
N
（
×
曾
N
㌶
齋
》
海
膨
隆
馨
恥
曝
詩
経
）

　
こ
れ
に
よ
っ
て
二
尺
宛
の
巾
を
損
田
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
　
「
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
尺
」
の
溝
は
も
と
広
さ
三
尺
の
溝

第　四　蓑

厩臆拶・引解掛・広さ

　譲歩
3eoki×一S一＝iso

　・歩歩
870　×　1　×　一S一＝435

　渉歩
60×1×g＝at30

150e×3．6150歩6尺

史

的

料
ir
l（・c　i

　　l

イ等　be
　　　ご一K．

150丈

435e×3．6

3eex3．6

1．反7S歩
（435．歩）

30歩

6尺

6尺

⑥ぐ謔R5丈
　　　1酬　3⑪丈

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
第
三
蓑
㈲

㊨
参
照
）

　
畦
畔
溝
渠
の
損
田
一
計
算
は
第
四
表

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
雛
畔
溝
渠
の
損
田
は
、
畦
畔
を
つ

ぶ
す
ほ
か
に
耕
地
（
水
里
）
を
つ
ぶ

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
既
述
の
ご
と

く
、
大
軍
の
広
さ
が
ど
れ
だ
け
あ
っ

た
か
を
算
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
広
さ
六
尺
の
う
ち
、
r
％

の
三
尺
が
耕
地
を
侵
し
た
広
さ
で
あ

る
こ
と
が
明
．
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
、

水
照
溝
渠
と
異
な
っ
て
、
畦
畔
の
広

さ
を
減
じ
た
広
さ
、
す
な
紅
ち
、
広
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さ
　
二
尺
と
そ
の
長
さ
が
弓
田
面
積
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
回
を
ご
一
尺
と
す
る
場
含
の
沖
田
計
箕
は
、
そ
う
し
て
算
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
丈
一
〇
尺
の
場
合
は
、
広
さ
三
尺
の
耕
地
を

侵
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
三
・
六
尺
と
な
り
、
史
料
よ
り
六
寸
多

く
耕
地
を
潰
す
こ
と
に
な
っ
て
、
史
料
の
「
慶
六
尺
」
と
は
合
わ
な

い
。

　
か
く
し
て
、
水
田
溝
渠
も
畦
畔
溝
渠
も
共
に
用
尺
は
一
丈
一
二
尺

で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
　
溝
渠
の
開
さ
く
と
労
働
量

　
か
っ
て
、
沢
田
吾
一
琉
は
越
前
の
溝
渠
開
さ
く
に
伴
う
一
人
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
労
働
量
が
余
り
に
も
大
き
い
こ
と
に
驚
か
れ
た
。
そ
れ
は
史
料
E

を
と
り
あ
げ
て
、
一
人
一
揖
の
労
働
量
を
一
六
八
立
方
尺
と
さ
れ
た

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
と
と
、
史
料
A
ω
で
は
三
〇
〇
立
方
尺
、
史
料
A
⑭
で
は
一
八
0

　
　
㊧

立
方
尺
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
　
「
縦
ひ
開
掘
に
都
合
好

き
土
地
と
し
て
も
、
斯
の
如
き
数
宇
を
与
ふ
る
に
於
て
は
、
体
力
の

強
き
を
覚
え
ざ
る
可
ら
ず
」
と
決
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
亀
田
隆
之
氏
に
よ
る
労
働
量
の
算
出
は
、
一
洗
方
丈
（
一

期
を
一
〇
尺
）
当
り
の
人
数
を
出
さ
れ
た
面
そ
れ
に
よ
れ
ば
史
料
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚

ω
で
は
一
・
六
六
七
入
（
弱
）
A
＠
で
は
二
・
七
七
八
人
（
弱
）
A
の

　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
は
一
・
丸
〇
五
人
と
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
史
料
E
で
は
二
・
九
七

人
（
強
）
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
史
料
に
よ
っ
て
、
一
・
六
六
七
人
、

二
・
七
七
八
人
、
一
・
九
〇
五
人
、
二
・
九
七
人
目
異
っ
た
労
働
量

が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
亀
田
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
二
人
、
三
人
と
端
数
を
切

上
げ
て
年
数
に
し
て
一
計
算
す
る
と
、
二
人
で
一
〇
〇
〇
立
方
尺
掘
る

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
合
の
一
人
一
ヨ
の
労
働
量
は
五
〇
〇
立
方

尺
と
な
り
、
三
人
の
場
合
は
三
三
三
考
立
方
尺
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

労
鋤
童
は
共
に
沢
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
り
二
～
三
倍
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
一
人
一
日
の
労
働
量
が
決
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
労
働
す

る
人
数
が
史
料
に
は
不
明
で
あ
っ
た
碧
㊥
㈱
や
G
ω
㈲
と
「
五
百
原

溝
副
一
五
〇
丈
」
を
念
わ
せ
た
六
一
五
丈
の
溝
江
庄
の
溝
渠
な
ど
の
、

労
働
人
数
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
、
道
守
庄
に
つ
い
て
も
、

そ
う
し
た
箪
定
方
式
で
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
実
際
的

な
人
数
を
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
虎
尾
俊
哉
氏
は
燃
断
面
図
と
し
て
如
何
な
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
を
想
定
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、
志
ん
ど
解
決
不
能
な
問
題
」

で
あ
る
か
ら
、
原
則
的
に
は
「
溝
量
の
大
小
と
労
働
量
の
大
小
と
が
、
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ほ
ぼ
正
比
例
す
る
関
係
」
を
み
と
め
な
が
ら
も
、
亀
田
氏
の
箪
定
法

に
は
全
面
的
に
賛
意
を
表
し
て
お
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
、

「
土
概
の
為
の
ス
ペ
ー
ス
は
必
ず
、
溝
内
の
ス
ペ
ー
ス
の
倍
以
上
を

要
す
る
と
言
わ
れ
る
」
と
さ
れ
た
の
は
、
溝
内
の
深
さ
す
べ
て
を
掘

っ
た
思
念
を
想
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
虎
尾
残
は
、
数
的
計
騨
を
示
さ
れ
ず
に
原
則
的
な
意

見
と
し
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
宝
月
圭
吾
氏
も
用
水
と
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

拓
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
、
越
前
の
溝
渠
に
ふ
れ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で

求
め
る
数
的
計
箪
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
先
学
の
論
考
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
が
、

構
造
で
は
、
沢
田
氏
が
一
部
梯
形
型
断
面
を
考
え
ら
れ
た
以
外
は
、

す
べ
て
矩
形
型
断
面
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、

用
尺
に
お
い
て
は
、
虎
尾
氏
が
　
丈
一
二
尺
と
さ
れ
た
他
は
、
す
べ

て
一
丈
一
〇
尺
で
あ
る
。
し
か
も
、
沢
田
氏
、
虎
尾
氏
、
亀
田
氏
は

何
れ
も
、
す
べ
て
深
さ
だ
け
を
掘
る
こ
と
を
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
土
量
計
算
の
方
式
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
ご
と
く
、
深
さ
を
す
べ
て
掘
る
の
で
は

な
く
、
原
則
的
に
は
掘
っ
た
土
量
で
築
堤
す
る
の
で
あ
る
と
想
定
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
れ
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、
一
人
一
室
の
労
働
量
も
、
こ
の
原
則
の
上
に
立
っ
て
計
算
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
史
料
E
に
よ
れ
ば
、
長
さ
六
二
着
丈
、
広
さ
四
尺
二
寸
、
深
さ
四

尺
、
役
単
功
三
〇
六
人
、
別
辞
一
人
二
丈
を
掘
る
と
あ
る
。
一
人
一

旦
一
丈
を
掘
っ
て
三
〇
六
人
を
要
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
講
の
長
さ

六
一
三
丈
は
六
一
二
丈
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
、

　
さ
て
、
こ
の
史
料
に
は
一
人
一
日
二
丈
を
掘
っ
た
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
か
ら
、
囁
一
人
一
日
の
労
働
量
（
土
量
）
を
出
す
に
は
、
こ
の

二
丈
の
長
さ
を
掘
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
広

さ
四
・
二
尺
に
対
し
、
深
さ
を
ど
の
程
度
掘
る
か
を
考
察
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
史
料
A
に
も
E
に
も
功
稲
は
「
別
人
充
一
束
」

と
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
溝
渠
に
労
働
量
の
較
差

が
あ
り
な
が
ら
、
功
稲
で
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
の
矛

盾
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
く
し
て
、
史
料
冠
の
場
合
を
み
る
と
、
広
さ
の
苑
、
深
さ
の
％
、

二
丈
は
二
四
尺
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
積
を
求
め
る
と
、
一
〇
〇
・
八

立
方
尺
と
な
り
、
沢
田
氏
の
矩
形
型
工
ハ
八
立
方
尺
の
約
％
に
当
る
。

こ
の
労
働
量
は
さ
し
て
大
き
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
中
国
に
は
、
古
く
か
ら
労
働
量
の
基
準
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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例
え
ば
九
章
算
術
に
は
、
春
程
人
功
七
六
六
尺
、
冬
程
人
里
瀦
四
陸

尺
、
夏
学
人
功
八
七
一
尺
、
秋
優
人
功
三
〇
〇
尺
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

季
節
に
よ
っ
て
労
働
量
の
基
準
を
決
め
て
い
る
。
ま
た
、
孫
子
十
二

に
も
秋
程
人
功
三
〇
〇
尺
と
し
て
い
る
。
こ
の
尺
は
立
方
尺
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
中
国
古
代
の
尺
度
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
が
解
題
で
あ
る
。
ま
ず
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
の
は
「
夕
曇
し
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
「
古
身
尺
」
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
周
尺
と
決
め
て
も
周
尺
の
長
さ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
で
な
い
と
土
量
の
換
算
は
不
可
能
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
周
尺
に
関
す
乃
諸
説
を
み
る
と
、
藤
田
元
春
氏
の

八
寸
、
務
谷
腋
書
翰
の
七
・
六
寸
、
荻
生
租
裸
翁
の
七
・
二
寸
、
呉

三
野
氏
の
七
・
六
寸
、
羅
福
願
氏
の
七
・
六
寸
專
が
あ
る
。
か
り
に
、

周
尺
七
・
六
寸
説
を
と
っ
て
み
る
と
、
九
章
算
術
の
春
程
人
功
は
約

三
三
六
立
方
尺
、
夏
程
人
功
は
約
三
八
二
立
方
尺
、
秋
愚
人
平
蕪
一

三
二
立
方
尺
、
冬
程
人
功
約
一
九
五
立
方
尺
と
な
る
。

　
し
か
し
、
九
章
算
術
に
い
う
夏
氏
人
功
は
「
出
土
翌
翌
分
之
一
」

や
「
沙
礫
水
石
之
製
作
太
半
」
を
加
算
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
労

働
量
を
除
去
す
る
と
二
至
二
薦
立
方
尺
で
あ
る
と
い
い
、
冬
程
人
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

で
は
築
提
の
み
の
労
働
量
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
春
至
人
功

は
㎝
，
出
土
功
五
分
之
一
」
を
加
え
た
労
働
量
で
あ
る
か
ら
、
定
功
は

六
一
一
一
％
立
方
尺
で
あ
る
と
す
る
。
　
こ
れ
ら
の
夏
程
、
冬
程
、
春

鳥
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
条
件
を
撫
算
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
掘
土
の
労
働
盆
の
み
を
み
よ
う
と
す
る
た
め

に
、
周
尺
七
・
六
寸
で
換
算
し
て
み
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
夏
糊
入
誓
約
一
〇
二
立
方
尺
、
春
漁
人
功
約
二
六
九

立
方
尺
と
な
り
、
冬
程
、
漱
程
は
か
わ
ら
な
．
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
四
、
五
、
六
、
七
の
各

月
を
長
銀
と
し
、
二
、
｝
『
八
、
九
月
を
中
功
、
一
〇
、
一
一
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭

二
、
一
月
を
短
功
と
し
て
い
た
こ
と
が
注
隅
さ
れ
よ
う
。

　
中
麟
の
各
季
節
に
お
け
る
労
働
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件
を
付
し
て

い
る
が
、
総
領
人
功
だ
け
は
、
土
掘
の
労
働
量
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ

る
か
ら
、
そ
れ
を
周
尺
に
換
算
し
た
二
戸
ニ
立
方
尺
（
弱
）
を
一
応

の
基
準
と
仮
定
し
て
み
る
。
史
料
A
q
う
は
溝
長
一
二
三
〇
丈
を
単
功

一
二
三
〇
人
要
し
た
た
め
、
一
・
人
当
り
一
丈
を
掘
っ
た
こ
と
に
な
る
。

同
じ
く
史
料
A
㈲
は
溝
長
三
〇
〇
丈
を
導
功
二
〇
〇
人
で
掘
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
一
人
妾
り
一
・
五
丈
と
な
り
、
A
の
で
は
三
丈
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
溝
渠
は
規
模
に
差
が
あ
る
か
ら
、
労
働
量
に
も
差
が
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我が闘中古における溝渠の規模と構造およびその労働量（水野）

あ
っ
た
と
す
る
よ
り
は
、
規
模
の
大
き
い
溝
渠
は
一
人
の
掘
る
長
さ

が
短
ぐ
、
小
さ
い
溝
渠
は
長
ざ
が
三
倍
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
こ

と
は
一
人
一
同
の
労
働
蚤
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
が
存
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
、
規
模
の
う
ち
、
土
掘
の
深
さ
は
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
か
ら
、
一
応
秋
程
人
功
一
三
二
立
方
尺
を
規
準
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
溝
渠
の
土
掘
の
深
さ
を
算
出
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で

あ
る
。

　
史
料
ざ
ω
　
深
さ
五
尺
に
対
し
て
土
掘
の
深
さ
一
・
六
尺

　
史
料
A
㈱
　
深
さ
四
尺
に
対
し
て
土
掘
の
深
さ
二
・
四
尺

　
史
料
A
の
　
深
さ
三
・
五
尺
に
対
し
て
土
掘
の
深
さ
一
・
五
尺

　
こ
れ
ら
の
土
掘
の
深
さ
は
、
何
れ
も
深
さ
の
毘
確
な
％
で
は
な
く

ほ
ぼ
％
に
当
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
溝
の
地
形
に
も
影
響
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
の
秋
程
人
功
は
「
出
土
之
功
五
分
之
一
」

を
計
算
し
て
い
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
加
え
る
と
、
二
雌
蝶
立
方
尺
に

対
し
て
約
一
五
八
立
方
尺
の
労
働
量
と
な
る
。
そ
れ
が
、
　
「
沙
礫
水

石
之
功
」
等
を
加
算
す
べ
き
土
質
の
土
地
も
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、

よ
り
労
働
量
が
大
と
な
る
か
ら
秋
程
人
功
一
三
二
立
方
尺
の
基
準
が

も
っ
と
も
適
当
し
た
も
の
の
如
く
推
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
溝
簗
に
要
す
る
労
働
蚤
の
算
定
を
土
掘
の
深
さ
と
関
連
さ

せ
て
考
察
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
労
働
量
が
沢
田
氏
が
い
わ

れ
る
よ
う
な
大
き
さ
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
し
か
も
、
労

無
量
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
存
在
し
た
こ
と
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

七
、
条
里
地
割
と
溝
渠

　
こ
れ
ら
の
溝
渠
地
域
に
は
、
条
里
制
が
施
行
さ
れ
条
里
地
割
が
一

般
化
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
溝
渠
は
畦
畔
を
利
爾
し
て
開
さ
く

す
る
場
合
も
、
水
田
中
を
開
く
場
合
も
、
条
里
地
割
に
支
配
さ
れ
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
、
条
里
地
割
中
の
溝
渠
を
条

里
の
坪
と
の
関
係
に
お
い
て
み
る
と
、
第
五
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
っ
て
み
る
に
栗
川
庄
の
管
渠
は
百
姓
口
分
田
の
記
入

が
な
い
。
ま
た
略
野
村
で
は
、
桑
原
、
空
地
等
の
水
田
以
外
の
地
を

掘
っ
た
褥
．
渠
が
あ
り
、
道
守
庄
に
約
二
五
〇
〇
丈
に
わ
た
る
そ
れ
が

水
田
中
の
溝
渠
で
あ
り
な
が
ら
、
対
馬
口
分
田
地
域
で
は
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
他
は
、
百
姓
口
分
田
の
地
域
で
あ
る
と
共
に
、
条
里
地
割

の
耕
地
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　
百
姓
口
分
田
地
域
の
溝
渠
を
、
水
田
溝
渠
と
睦
畔
溝
渠
に
分
ち
、

そ
れ
ら
が
目
分
田
用
益
地
を
ど
の
よ
う
に
潰
し
た
か
、
そ
の
条
里
地

割
と
の
閑
係
に
お
い
て
溝
の
長
さ
を
中
心
に
み
る
と
、
ま
ず
、
水
田
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第五表

史料 庄　名
百姓口分田

ﾌ別
水田溝蘂×
l興半溝渠○ 長　さ

条里1町
i坪）30丈と

ｵた坪数

　α）

梶i④

@（つ

桑　原

@ク

@〃

百姓口分田

@〃
@〃

X
×
×

1230丈

R00丈

Q10丈

41坪

P0坪

V坪

◎　道守　否　1・ i25・轍「覇7

　（イ）

@㈲
Hの
@◎
@㈱

道　守

@〃
ｰ野村

@ク

@ク

百姓口分田

@ク
@〃
@否
@否

　×

@X
@×
K　原

�@地

433丈

P288丈、

Q10丈

U0丈

R0丈

14器坪

S2釜坪
ﾈ
　
1
坪

⑧捧酬　否旨1612（・・3）丈i・・号坪

子　見

@〃

否姓口分田

@〃
O
X

150丈

R50丈

　5坪
E1号坪

　（イ）

E（ロ）

@の

溝　江

@〃

@〃

百こ口分騰

@ク
@ク

○
○
溝
　
副

435丈

R0丈

P50丈

1
・
去
坪
　
1
坪
　
5
坪

溝
渠
中
、
条
里
の
地
割
に
整
合
し
て
い
る
と
推
定
し
う
る
溝
が
桑
原

庄
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
坪
の
長
さ
を
三
十
丈
（
つ
ま
り
高
麗
尺
に
よ

る
一
〇
尺
）
と
し
、
各
四
一
坪
、
一
〇
坪
、
七
坪
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
直
線
に
す
れ
ば
、
四
一
坪
は
、
条
里
の
七
里
（
ま
た
は
七

条
）
に
一
坪
の
長
さ
が
不
足
す
る
長
大
な
溝
渠
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

り
、
一
〇
坪
は
一
里
（
条
）
と
四
坪
、
七
坪
は
一
里
（
条
）
と
一
坪
の

長
さ
で
あ
る
。
そ
の
他
、
鴫
野
村
の
二
一
〇
丈
の
溝
は
七
坪
に
わ
た

っ
て
お
り
、
道
守
庄
の
百
姓
口
分
田
に
お
い
て
は
、
何
れ
も
坪
境
か

ら
溝
渠
が
掘
ら
れ
て
い
．
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
坪
境
か
ら
掘
ら
れ
た

と
す
る
と
そ
の
門
端
は
、
四
三
三
丈
の
溝
で
は
、
半
折
型
地
割
の
短

辺
の
二
反
％
で
終
り
、
長
十
型
の
短
辺
四
反
海
の
長
さ
で
終
り
、
条

里
地
罰
の
条
・
里
・
坪
の
地
割
境
界
線
に
整
合
し
て
い
な
い
。

　
一
方
、
畦
畔
溝
渠
の
場
合
は
、
子
見
庄
一
五
〇
丈
が
薩
線
溝
に
し

て
五
回
目
わ
た
る
長
さ
で
あ
り
、
溝
江
庄
で
は
四
三
五
丈
の
溝
が
一

四
坪
半
、
三
〇
丈
が
一
坪
の
長
さ
に
当
る
。
こ
れ
ら
の
溝
渠
は
い
ず

れ
も
、
条
量
地
割
の
行
わ
れ
た
水
田
の
畦
畔
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
畦
畔
溝
渠
は
、
条
・
里
・
坪
の

摘
れ
か
の
境
界
を
示
す
畦
畔
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
前
述
し
た
ご
と
く
、
こ
の
畦
畔
の
巾
が
い
ず
れ
も
三
尺
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
畦
畔
そ
の
も
の
の
規
模
が
大
き
い

も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
条
・
里
・
坪
の
境
界

畦
畔
の
う
ち
、
も
っ
と
も
規
模
（
畦
畔
の
広
さ
）
が
小
さ
い
の
は
坪
と

坪
の
暗
線
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
畦
畔
溝
渠
は
い
ず

れ
も
、
坪
と
坪
の
堺
線
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
溝
で
あ
っ
た
と
推
定
す

る
。
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ま
た
、
各
溝
渠
の
長
さ
を
条
里
地
割
の
中
に
、
直
線
と
仮
定
し
て
、

　
　
撮
し
て
み
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
条
里
に
沿
っ

　
　
て
東
西
か
ら
北
へ
、
あ
る
い
は
南
へ
、
爾
北
か
ら
東
へ
、
西
へ
、
直

　
　
角
に
幾
度
と
な
ぐ
曲
折
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、

　
　
直
線
溝
よ
り
も
割
合
に
小
地
域
の
溝
渠
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と

　
　
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
越
前
の
溝
渠
の
長
さ
は
丈
を
単
位
と
し
て
い
る
。
天
平
宝
字
五
年

謝
　
（
七
六
一
）
七
月
一
九
日
、
遠
江
国
荒
玉
河
の
修
築
の
長
さ
三
〇
〇
無

休　
　
丈
と
同
様
に
、
河
川
の
修
築
や
築
堤
、
溝
渠
等
に
用
い
た
丈
は
、
一

搬蠣
　
般
的
常
識
に
従
え
ば
一
〇
尺
で
あ
っ
た
が
、
条
里
制
の
施
行
を
み
た

の置
　
地
域
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
三
〇
丈
一
町
、
す
な
わ
ち
三
〇
丈
を

鳳
　
一
辺
と
す
る
坪
の
長
さ
と
考
え
た
方
が
完
数
計
箪
も
で
き
易
く
、
ま

灘構
　
た
、
そ
の
た
め
坪
の
数
も
完
数
と
し
て
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

鍮
た
が
・
て
・
一
芸
を
擁
尺
の
δ
尺
・
し
・
箋
尺
三
昼
す

の渠
　
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
す
る
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
。
」

拓
、
、
か
く
し
て
、
条
里
地
割
の
卓
越
し
た
地
域
の
溝
渠
は
、
多
く
が
そ

燗
の
地
割
に
沿
い
・
地
割
を
利
用
し
て
閥
さ
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
・

軸欄獅

八
　
要
約
一
結
び
に
か
え
て
…
一

　
以
上
、
越
前
の
溝
渠
に
つ
い
て
、
東
大
寺
領
の
各
庄
に
お
け
る
史

料
を
中
心
に
、
そ
の
規
摸
と
構
造
を
考
察
し
た
。

　
第
一
表
に
表
示
し
た
ご
と
く
、
溝
渠
の
規
模
は
、
広
さ
二
丈
、
溝

裏
一
丈
が
最
大
で
あ
っ
た
。
小
規
模
な
も
の
は
、
四
・
二
尺
の
広
さ
、

深
さ
四
尺
で
規
模
の
最
小
を
示
し
て
い
る
が
、
史
料
A
④
の
宇
嵐
美

溝
の
修
理
は
、
広
さ
五
尺
、
深
さ
三
尺
五
寸
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、

損
田
か
ら
計
算
さ
れ
た
こ
の
広
さ
五
尺
の
溝
は
、
修
理
に
際
し
て
二

尺
拡
属
し
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
本
来
は
広
さ
三
尺
の
溝
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
り
、
規
模
が
さ
ら
に
小
さ
い
広
さ
三
尺
の
溝
も
、
存
在

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
溝
渠
の
開
さ
く
に
と
も
な
う
溝
の
規
模
は
、
宇
昆

美
溝
の
修
理
を
除
外
し
、
広
さ
二
丈
か
ら
、
四
・
三
尺
に
至
る
各
種

の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
大
規
模
の
溝
渠
か
ら
最
小
規

模
の
そ
れ
を
、
そ
の
尺
度
を
基
礎
に
し
て
構
造
を
考
察
し
た
。
そ
の

結
果
は
、
い
ず
れ
も
断
面
を
矩
形
型
と
し
、
一
等
の
長
さ
を
一
二
尺

と
す
れ
ば
、
溝
渠
の
構
造
の
基
本
型
を
も
っ
と
も
簡
単
に
、
し
か
も

数
的
に
合
理
性
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
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来
、
一
聯
を
一
〇
尺
と
し
て
計
箪
さ
れ
た
規
模
と
構
造
は
、
数
的
に

合
理
性
を
有
す
る
例
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
す
べ
て
に
適
応
し
た
合
理

性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
至
難
で
あ
る
。

　
一
方
、
規
模
と
構
造
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
野
田
欝
積
の
簑
出

に
は
、
亀
田
氏
の
一
歩
二
五
平
方
尺
を
三
六
平
方
尺
に
改
め
、
虎
尾
疵

の
気
丈
を
一
二
尺
と
し
た
基
礎
に
立
っ
て
溝
の
堤
を
ふ
く
む
広
さ
と
、

長
さ
と
の
積
が
凹
田
面
積
に
す
べ
て
合
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
溝
の
矩
形
型
断
面
を
考
定
す
る
た
め
の
一
傍
証
と
し
た
。

　
ま
た
、
労
働
量
は
、
一
定
の
基
準
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
、
そ

．
の
量
が
お
お
よ
そ
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
を
中
国
文
献
を
も
参
照
し

つ
つ
箪
出
し
た
。
こ
の
労
働
量
は
、
先
学
の
諸
説
の
ご
と
く
、
膨
大

な
も
の
で
は
な
く
、
今
臼
と
比
較
し
て
も
、
む
し
ろ
低
度
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
従
来
、
労
働
量
の
箪
出
に
は
、
溝
の
深
さ
を
す
べ
て
掘
る
こ
と
を

考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
、
一
日
一
人
乗
労

働
量
の
基
準
に
照
し
て
、
土
掘
量
を
築
堤
土
量
と
合
致
さ
せ
た
た
め
、

あ
る
一
定
の
深
さ
を
掘
っ
て
、
築
堤
の
高
さ
と
の
合
計
が
深
さ
に
な

る
こ
と
を
数
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

　
最
後
に
、
条
里
地
割
中
の
口
分
田
を
潰
す
か
、
ま
た
は
、
そ
の
畦

畔
と
、
雨
側
を
潰
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
々
糊
の
施
行
地
域
に
お
け

る
水
田
中
に
開
か
れ
た
溝
渠
の
長
さ
を
推
定
し
た
。

　
か
く
し
て
、
我
が
国
中
古
に
お
け
る
土
工
技
術
の
う
ち
、
溝
渠
に

関
す
る
規
模
と
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
追
詑
」
　
本
稿
を
草
す
る
に
当
っ
て
、
名
古
屋
大
学
弥
永
貞
三
氏
を
酋
班

と
す
る
古
代
史
研
究
会
の
諸
先
学
の
御
教
示
を
得
た
。
と
く
に
鈴
鹿
工
専
の

水
野
氏
か
ら
は
、
損
細
計
箕
に
つ
い
て
有
益
な
御
教
示
を
賜
り
、
前
述
の
算

禺
法
は
同
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を

表
す
る
。

　
①
大
鷺
本
古
文
書
家
わ
け
十
八
f
二
東
大
寺
文
警
史
料
番
号
五
〇
一

　
　
　
【
」
…
～
浄
劉
－

⑧⑦⑥⑤④③②
ほ　む　きにの　む　 ぶぬ　ユレ　コぬ　 ハな

躯日［111Lj馴剛Fj］1割
俊1掲掲掲掲掲掲

史
料
番
母
五
一
〇

史
料
番
号
五
＝
…

史
料
番
弩
五
二
藁

突
料
番
暑
五
二
四

史
料
番
馨
五
二
五

中
八
料
丁
番
獄
写
五
玉
一
三

　
岸
俊
男
氏
「
菓
大
聾
領
越
前
庄
園
の
復
振
と
口
分
田
耕
営
の
実
態
」
『
講
都
仏

　
教
』
創
刊
尋
、
昭
瀦
二
九

⑨
亀
圏
隆
之
氏
「
古
代
水
利
問
題
の
一
考
察
一
菓
大
寺
三
越
蔚
庄
園
の
屠
水
を
通

　
し
て
一
」
『
大
阪
歴
史
学
会
一
〇
周
年
紀
念
論
文
集
』
古
伐
篇
　
昭
和
三
五

⑩
鴎
野
村
、
栗
川
庄
は
岸
俊
男
氏
の
地
定
に
よ
る
。
⑧
に
同
じ
。

⑪
　
亀
田
隆
之
氏
前
掲
⑨
に
岡
じ
。
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⑫
九
章
算
術
巻
五
商
功

⑬
　
沢
田
五
三
氏
『
奈
良
朝
時
代
民
政
経
済
の
数
的
研
究
輪
五
四
六
頁
、
昭
穐
一
　

⑭
　
亀
田
隆
之
氏
　
前
掲
⑨
に
岡
じ
。

⑮
　
亀
田
隆
之
氏
　
前
掲
⑨
に
同
じ
。
な
お
こ
の
ほ
か
岡
氏
に
よ
っ
て
、
古
代
水
利

　
研
究
が
次
の
ご
と
く
な
さ
れ
て
い
る
。

　
の
　
　
「
古
代
用
水
制
度
の
一
般
的
考
察
」
　
『
東
洋
大
学
紀
要
』
一
四
、
昭
和
三
五

　
◎
　
「
古
代
愚
水
研
究
の
現
状
」
『
歴
史
学
研
究
二
一
西
六
、
昭
和
益
五

　
㊧
　
「
古
代
説
詣
に
お
け
る
水
の
問
題
」
『
関
西
学
院
史
学
』
六
、
昭
和
三
六
．

　
㈱
　

「
広
野
河
事
件
一
古
代
用
水
史
の
　
側
面
」
　
『
人
文
論
究
』
ご
｝
…
二
、
昭

　
　
和
霊
六

　
㈲
　
「
平
安
初
期
に
お
け
る
用
水
絞
制
－
公
水
公
有
髄
の
変
遊
と
関
連
し
て
一
」

　
　
『
臼
本
古
代
史
論
集
』
下
、
昭
和
三
七
、

　
が
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
論
文
に
は
示
唆
に
富
む
内
容
が
多
い
。

⑯
沢
田
五
旦
氏
前
掲
書
⑬
に
岡
じ
。

⑰
宝
月
圭
氏
『
中
世
灌
概
史
の
研
究
恥
三
二
頁
、
昭
和
二
五

⑬
　
虎
羅
俊
哉
氏
「
東
大
寺
領
越
晶
肘
庄
園
に
於
け
る
溺
水
勢
の
規
模
と
用
尺
」

　
日
本
紀
研
究
』
八
一
四
、
昭
和
三
穴

⑲
　
震
尾
俊
哉
氏
、
前
掲
書
⑱
に
岡
じ
。

⑳
令
義
解
巻
…
○
辞
令
に
よ
る
。

⑳
　
沢
田
吾
～
氏
　
前
掲
⑬
に
岡
じ
。

⑫
　
沢
照
氏
の
史
料
E
の
計
算
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
“
。
繭
（
藩
》
）
×
蔭
（
蒲
）
x
“
。
O
（
灘
田
一
〉
勲
b
。
丹
）
聚
一
〇
。
。
（
海
⇔
）

　
　
　
臼
鈴
曝
傘
⑦
油
3
瞬
鯉
曝
一
埴
伸
叫
き
鞍
．

　
　
　
一
①
。
。
屯
（
⑪
×
Φ
x
O
）
四
〇
領
。
。
（
蘭
）
…
…
O
気
。
。
崎
㊦
旨
津

　
　
　
賑
詩
臼
盤
酬
蕪
趨
（
肇
副
）
伴
叫
盤
鑑
’

　
　
　
ψ
一
×
軒
b
。
x
麻
×
一
＼
b
。
1
1
b
。
鵠
（
湘
ω
）

　
　
　
岱
b
。
十
（
Φ
X
①
×
①
）
1
ー
コ
O
采
範
）
潮
…
捧
融
坤

『
続

⑳鱒⑳翰pt　op　op

沢
田
氏
の
史
料
A
ω
の
計
算
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
b
。
ω
O
協
（
添
）
面
詰
ω
O
（
〉
×
棟
逗
一
b
。
ω
O
＞
）
H
一
陛
（
一
〇
湘
）
…
一
〉
一
コ
愚
鍛

　
即
醜一

誉
蓉
擁
）
・
†
⑦
（
殖
）
－
譲
懸

　
①
（
譲
燐
）
x
q
（
簸
）
×
ざ
（
漁
）
ロ
ω
8
（
海
騨
）

　
ω
O
O
牽
（
①
×
④
×
①
）
確
一
．
ω
O
（
嶺
）
（
溺
）

沢
田
氏
の
史
料
A
㈲
の
計
算
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
ω
8
旨
（
ゑ
妹
）
聖
鱒
8
（
〉
）
”
一
動
汁
（
濡
歌
）
・
：
一
〉
一
難
㊦
思
山
添
映

①
（
舅
）
・
†
・
・
（
湘
Y
－
薫

　
。
。
（
薫
鷺
）
×
膳
（
箔
）
×
撰
（
漁
）
琵
一
。
。
O
（
湘
切
）

　
H
。
。
Φ
中
（
O
×
①
×
⑰
）
置
9
。
。
ω
（
塙
）
（
螺
）

亀
珊
氏
に
よ
る
A
ω
の
計
算
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
爬
。
。
O
（
陽
X
藩
漁
）
x
一
．
b
。
（
滑
×
寅
）
×
O
．
黛
湯
×
熟
）
1
1
お
。
。
（
淋
⇔
）

　
一
b
。
ω
O
＞
十
刈
。
。
Q
。
ロ
一
．
＄
“
〉
翻

亀
田
氏
に
よ
る
A
回
の
計
算
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
。
。
8
（
榊
）
（
薫
漁
）
×
P
O
（
滑
×
餅
）
x
O
駆
（
港
（
蒲
）
書
痙
（
琳
。
。
）

　
心
。
8
＞
十
鳶
巨
b
。
。
ミ
Q
。
〉
灘

亀
田
氏
に
よ
る
A
O
9
の
計
算
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
b
⊃
一
〇
（
滑
×
蕪
漁
）
×
ρ
α
（
粁
X
餅
）
x
O
マ
。
。
父
汁
×
兼
）
莚
。
。
⑦
．
瞬
（
湯
。
、
）

　
ざ
〉
乎
ω
9
胡
羅
一
．
8
姻
〉
翻

亀
田
氏
に
よ
る
E
の
計
算
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
①
一
ω
（
淋
×
驚
海
）
x
O
’
島
（
冴
×
勇
）
x
O
躯
（
滑
X
鼎
）
H
一
〇
b
。
b
。
。
《
淋
。
。
）

　
ω
8
＞
十
一
〇
b
。
b
。
。
蒔
ー
ー
b
。
．
窯
〉
（
爵
）

虎
尾
俊
哉
氏
・
前
掲
⑱
に
陶
じ
。

宝
月
圭
習
磯
・
前
掲
霧
⑰
に
同
じ
。

九
章
算
術
巻
五
　
商
功

孫
子
算
経
中
巻
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沢
田
五
旦
氏
『
臼
本
数
学
史
講
話
拙
付
録
A
二
塁
二
重
、
昭
和
四

⑭
令
義
解
営
繕
令

⑳
　
そ
の
算
定
は
次
の
如
く
し
た
。

鑑
§
塗
亨
・
刈
（
要
醐
）
・
・
（
法
覆
）
・
一
重
〉
藩
錐
陽
）

　
羅
一
。
。
㈹
　
　
　
　
　
妓
”
い
①
（
海
×
翻
）

藍
§
塗
〔
ε
ω
（
妻
卵
）
・
葦
螢
驚
茎
・
・
（
一
〉
癌
演
舞
）

　
難
H
。
。
邸
　
　
　
　
　
　
翰
麗
b
。
躯
（
池
）
（
爵
）

藩
蜜
昇
豊
器
（
要
卵
）
・
葦
融
饗
）
・
ω
！
・
・
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
1
1
一
幽
㎝
力
（
灘
）

⑳
今
日
建
設
省
で
定
め
た
一
入
一
罠
の
土
掘
量
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
〇
セ
ン
チ
以
上
の
ガ
ラ
石
ま
じ
り
…
約
諾
〇
尺
、
一
一
〇
セ
ン
チ
以
上
三
〇
セ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
チ
以
下
の
ガ
ラ
石
ま
じ
り
…
約
一
一
九
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
一
〇
セ
ン
チ
以
上
二
〇
セ
ン
チ
以
下
の
ガ
ラ
石
ま
じ
り
、
…
約
一
八
○
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
ガ
ラ
な
し
…
二
二
五
尺
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
土
石
を
運
ひ
出
す
労
働
量
、
い

　
わ
ゆ
る
「
出
土
之
功
」
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

⑰
　
か
く
の
ご
と
く
考
察
す
る
と
、
次
の
問
題
は
境
地
比
定
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
る
。
し
か
し
、
こ
の
重
要
な
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
述
べ
る
以
外
、
紙
数
の
余
裕

　
を
も
た
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
学
芸
大
学
助
教
授
）
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the　1ntrinsic　．spirit　of　the．　17th　century　Puritanlsm；　they　tr’ 奄?ｄ．　to

a£tain　what　the　17th　century　Puritans　had　le’ft　undene・一・…the　perfect

freedoin　of　faitk　and　the　coRstitution　in　which　such　freedo1k　can　1）e

maintained．

The　Scale　and　Structure　of　Gutter　and　its　Labogr

　　　　　　　　　　Amount　in　Mediaeval　Japan

　　　　　about　the　Todaidi東大寿tefritory　in　j動厩伽越．前

　　　　　　　　　　　　　　　　　’　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokiji　Mizuno

　　The　7¶δ磁ゆ東大寺terr呈tory　in　the　Echi2en越前country　occupied

tke　wide　region　o’f　the　Fztkui　”・｝一ti’iliF　Piain．　As　£he　cultivation　of　the

manors　in　the　region　was　in＄eparable　from　the　excavation　of　gutters，

engineering　technique　was　necessary　for　the　excavation，　whi’ch　we

can　iearn　from　£he　documents　about　its　scale，　its　structure，　and　itS

lqbour　amouRt．　The　former　study　has　been　accomp｝ished　on　this

point，　which　did　not　agree　in　quantity　of　the　scale　and　strueture　of

・gutters．

　　This　article　tries　to　examine　its　quantity　throug’h　possibly　reasonably

inteypretation，　considering　the　former　ar£icles．　Without　definition　of

／6丈in　the　documents　by　the　then　measure，　it　proved　tliat　we

cannot　only　explain　the　scale　and　structui“e　but　labour　amount．　Be

・af6，ジio　Shalt・u尺in　theκ。γ吻伽高麗尺and・12伽々％．in　the

％畝z∫5乃αんκ　∫蕎大ノミ”　　aftey　the　6£h　of　研α46　不臼郵司，　and　the　vertica重

se6tion　of　gu£ters　｝“ectangular，一the　given　documents　shou！d　be　rea．soB－

ab1y　understood　in　quantity．　On　the　supposition　that　there　exists

the　proper　standard　ef　labour　about　labour　amount，　the　standard

proved　to　be　applied　to　any　gutter．

（王66）


